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は
じ
め
に

「
御
傳
紗
演
義
」
と
い
う
本
書
の
解
題
に
入
る
前
に
、
角
書
の
「
真
宗
談

義
本
」
の
説
明
か
ら
始
め
よ
う
。
「
談
義
」
と
は
、
〃
Ｈ
、
は
な
し
合
う
こ
と

相
談
し
て
と
り
は
か
ら
う
こ
と
。
談
合
。
口
、
道
理
を
説
き
き
か
せ
る
こ
と

意
義
を
説
く
こ
と
。
文
学
・
芸
術
そ
の
他
種
々
の
こ
と
に
つ
い
て
解
説
し
、

論
説
し
て
示
す
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
講
義
や
書
物
。
曰
、
仏
語
。
仏
教
の
法

義
や
宗
旨
に
つ
い
て
説
き
明
か
す
こ
と
。
説
法
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

話
。
後
に
は
、
問
答
の
意
に
用
い
る
。
法
談
。
鋼
１
意
見
を
す
る
こ
と
。
こ

ご
と
を
一
一
一
百
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
こ
ご
と
。
訓
戒
。
〃
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ

て
い
る
。
意
味
四
項
の
中
、
口
・
曰
項
が
該
当
す
る
と
見
ら
れ
、
と
く
に
「
真

宗
」
と
い
う
語
を
冠
し
て
考
え
れ
ば
、
口
項
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
、
「
談
蘂
擢
避
と
い
う
概
念
は
「
滑
稽
本
」
の
前
段
の
も
の
を
指
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
通
俗
滑
稽
小
説
と
い
う
性
格
と
、
い
か
に
そ
の
前
段
階

と
は
い
え
「
真
宗
」
と
い
う
概
念
と
は
関
係
を
理
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
「
真
宗
談
議
本
」
の
名
称
は
、
最
近
、
高
羽
五
郎
氏
が
「
御
文
唆
溝
録
」

註
３

を
「
真
一
示
談
義
本
小
系
１
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。

私
の
理
解
と
し
て
は
、
文
学
史
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
「
談
義
本
」
で
は
な
く
、

『
真
宗
に
お
け
る
談
議
の
本
』
と
い
う
命
名
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
仏

教
の
説
教
・
説
法
・
法
談
釧
噸
が
、
一
一
一
一
口
語
研
究
の
資
料
と
し
て
価
値
あ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
・
で
あ
る
。

真
宗
談
義
本

『
御
傳
紗
演
義
』
に
つ
い
て

ｌ
近
世
語
研
究
⑪近
世
仏
教
に
あ
っ
て
、
談
義
・
説
教
を
も
っ
と
も
盛
ん
に
行
な
っ
た
の
は

浄
土
真
宗
で
あ
っ
た
。
日
蓮
宗
も
激
し
い
鋭
噺
活
動
を
行
な
っ
た
が
、
真
宗

が
伝
統
的
な
安
居
院
流
や
一
一
一
井
寺
派
系
統
の
遺
産
の
上
に
談
義
・
説
教
の
輪

を
拡
げ
て
い
っ
た
の
に
比
し
て
、
日
蓮
宗
は
独
自
の
布
教
方
式
を
重
視
し
た

た
め
か
拡
が
り
に
限
界
が
見
ら
れ
る
。
近
世
後
期
、
明
和
・
安
永
頃
に
、
菅

原
智
洞
・
粟
津
義
圭
の
両
者
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
真
宗
の
談
義
・
説
教
は
大

い
に
発
展
し
、
後
の
明
治
以
後
の
節
談
説
教
の
内
容
・
技
巧
の
基
と
な
り
、

こ
の
期
の
説
教
興
隆
の
基
盤
を
築
い
た
と
一
一
一
一
口
っ
て
よ
か
ろ
う
。

註
６

菅
原
智
洞
は
、
石
川
県
羽
咋
郡
志
雄
町
菅
原
に
よ
め
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

の
明
専
寺
第
六
世
覚
山
の
第
三
子
と
生
れ
、
後
上
洛
し
て
陳
善
院
僧
撲
に
師

事
し
、
説
教
師
・
談
義
僧
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
。
博
学
で
文
才
は
豊
か

で
あ
っ
た
。
「
勧
導
簿
照
」
「
芙
蓉
篇
」
「
言
々
海
」
「
巍
々
篇
」
「
説
法
百
華
園
」

「
勧
向
西
方
篇
」
「
説
法
微
塵
章
」
「
浄
土
安
心
要
一
一
一
一
口
断
疑
本
」
「
無
尽
蔵
」
「
浄

土
勧
化
論
語
」
「
勧
詞
小
筌
」
「
三
文
一
六
八
十
余
座
」
な
ど
多
数
の
説
教
本

を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
説
話
的
・
文
芸
的
で
一
般
に
親
し
ま
れ
易
く
、

広
く
読
ま
れ
た
謎
欝
え
ら
れ
る
。

粟
津
義
圭
は
、
滋
賀
県
大
津
市
木
下
町
に
あ
る
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
響
忍

寺
に
生
れ
、
高
倉
学
察
に
入
っ
て
教
学
を
学
ん
だ
。
の
ち
唱
導
に
力
を
注
ぎ

説
教
者
と
し
て
の
名
が
広
ま
っ
た
。
寛
政
一
一
一
年
二
月
「
徹
照
西
方
義
」
を
作
っ

深
井

一

九

郎
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本
書
は
、
本
願
時
一
二
地
物
覚
如
（
’
一
一
七
○
’
一
一
一
一
五
一
）
が
撰
述
し
た
「
本

ご
で
ん
し
よ
う

纈
特
の
聖
人
親
鴬
伝
絵
」
（
一
一
巻
）
か
ら
詞
書
だ
け
を
抜
き
出
し
た
「
御
伝
紗

」
を
粟
津
義
圭
が
講
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
岩
波
の
「
国
書
総
目
録
」
で
は
、

安
永
八
年
版
、
京
大
十
三
巻
十
冊
、
東
洋
大
竜
谷
十
巻
十
三
冊
、
牧
野
と
所

て
、
本
願
寺
派
六
世
能
化
功
存
の
著
「
願
生
帰
命
弁
」
と
論
駁
し
た
こ
と
は

宗
門
内
外
で
有
名
で
あ
っ
た
。
教
学
の
研
究
に
も
見
識
が
あ
り
、
談
義
・
説

教
に
お
い
て
も
、
多
く
譽
嚥
因
縁
談
を
用
い
た
名
調
子
に
よ
っ
て
教
義
を
平

易
に
説
い
た
実
用
性
に
富
ん
だ
も
の
と
し
て
、
全
国
の
真
宗
説
教
者
及
び
他

宗
派
の
談
義
僧
に
も
手
本
と
し
て
珍
重
が
ら
れ
た
と
い
う
。
著
書
に
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
「
阿
弥
陀
経
依
正
證
」
㈹
二
枚
起
請
文
説
藪
」
ロ
「
和

讃
即
席
法
談
」
伽
「
高
僧
和
讃
開
導
」
ロ
「
二
河
白
道
護
信
録
」
ロ
「
同
後

編
」
口
「
現
世
利
益
辨
」
ロ
「
改
悔
文
便
導
」
口
「
新
選
即
席
護
」
曰
「
御

伝
紗
演
義
」
白
「
善
光
寺
如
来
東
漸
録
」
国
「
帳
五
十
座
法
談
」
口
「
巻
懐

五
十
座
法
談
」
口
「
袖
珍
勧
考
」
Ｈ
「
初
珍
勧
録
」
Ｈ
「
袖
珍
勧
序
考
」
Ｈ

「
浄
土
現
世
利
益
纈
弘
目
二
枚
起
請
文
信
紗
」
口
「
真
宗
閑
論
」
口
「
徹

照
西
方
義
」
□
な
お
外
に
「
四
十
八
願
喚
紗
」
「
正
信
偶
勧
則
」
「
御
式
文
述

讃
」
「
御
文
竣
溝
録
」
「
大
坂
建
立
章
説
」
「
御
文
末
代
」
「
無
智
奨
訓
」
「
善
悪

業
道
談
」
「
高
僧
和
讃
写
瓶
録
」
「
真
宗
安
心
消
息
」
「
御
文
不
簡
摂
生
證
」
「
袖

珍
月
し
る
べ
」
「
御
正
忌
御
文
高
顕
録
」
ロ
「
正
像
末
和
讃
可
説
」
国
な
ど
が

知
ら
れ
る
。
〔
（
）
内
は
冊
数
〕

菅
原
智
洞
・
粟
津
義
圭
と
い
う
真
宗
説
教
者
・
談
義
僧
に
よ
っ
て
、
大
い

に
流
行
を
見
せ
た
書
物
の
一
群
を
「
真
宗
談
義
本
」
と
名
付
け
た
も
の
と
理

解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
「
仏
教
説
話
」
の
系
譜
を
受
け
、
中
世
「
咄
本
」
の
流

れ
も
汲
み
、
同
時
期
の
「
心
学
道
活
」
と
位
相
を
ほ
ず
同
じ
く
す
る
も
の
と

し
て
、
言
語
資
料
た
る
性
格
は
十
分
に
所
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
御
傳
紗
演
義
」
解
題

在
を
記
し
て
い
る
。
い
ま
、
底
本
に
用
い
た
の
は
、
金
沢
大
学
教
育
学
部
国

語
研
究
室
所
蔵
の
板
本
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
巻
一
に
お
い
て
十
二
丁
め
が

一
枚
欠
落
し
、
第
十
一
巻
（
十
一
冊
目
）
が
欠
本
で
あ
る
。
極
め
て
不
備
な
テ

キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

体
裁
は
、
タ
テ
二
五
・
八
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
一
八
・
五
セ
ン
チ
。
表
紙
は
薄

墨
色
。
綴
糸
は
白
。
何
れ
も
原
装
の
ま
、
と
見
ら
れ
る
。
題
篭
は
、
巻
一
・

巻
五
以
外
原
形
或
は
そ
の
一
部
を
残
し
て
い
る
。
鮮
明
な
巻
二
・
巻
六
・
巻

七
・
巻
九
を
基
に
他
を
推
定
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

巻
一
（
御
伝
紗
演
義
初
編
一
）
巻
二
御
伝
紗
演
義
初
編
二

巻
一
一
一
御
伝
紗
演
義
初
編
三
巻
四
御
伝
紗
演
義
二
編
四

巻
五
（
御
伝
紗
演
義
二
編
五
）
巻
六
御
紗
演
義
二
編
六

巻
七
御
伝
紗
演
義
三
編
七
巻
八
御
伝
紗
演
義
三
編
八

巻
九
註
蝋
伝
紗
演
義
三
編
九
巻
十
御
伝
紗
演
義
三
編
十

巻
十
一
（
御
伝
紗
演
義
四
編
十
二
巻
十
一
一
御
伝
紗
演
義
四
編
十
一
一

巻
十
三
御
伝
紗
演
義
四
編
十
一
一
一

十
三
冊
十
一
一
一
巻
は
題
篭
に
よ
れ
ば
、
ほ
ぼ
等
量
の
四
編
に
編
集
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
内
部
を
見
て
ゆ
く
と
、
次
の
二
つ
の
事
柄
が
判
明
す
る
。
一
つ
は

表
紙
の
次
ぎ
に
、
各
巻
目
次
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
目
次
の
上
に
、
巻
一

か
ら
巻
六
ま
で
は
「
演
義
巻
一
～
六
目
次
」
と
記
し
、
巻
七
か
ら
巻
十
三

ま
で
は
「
御
伝
紗
演
義
巻
七
～
十
三
目
次
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
目
次
表
題
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
十
一
一
一
巻
十
一
一
一
冊
が
、
二
分
さ
れ
て
、

各
別
個
の
書
き
方
を
持
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
い
で
、
も
う
一

つ
は
、
各
巻
の
目
次
及
び
本
文
中
に
、
巻
一
か
ら
巻
六
に
わ
た
っ
て
、
「
第
一

段
」
か
ら
「
第
八
段
」
ま
で
の
見
出
し
が
掲
げ
ら
れ
、
巻
七
か
ら
巻
十
三
に

及
ん
で
同
じ
く
「
第
一
段
」
か
ら
「
第
七
段
」
ま
で
の
見
出
し
が
付
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
事
は
、
目
次
の
上
の
書
名
と
併
せ
て
、
全
巻
が
内
容
的
に
二

大
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
講
釈

一

－

○
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〈
巻
六
末
〉
安
永
五
年
丙
申
孟
春
吉
旦
皇
都
書
騨
五
条
通
高
倉
東
入
町

北
村
四
郎
兵
衛
／
寺
町
通
松
原
上
ル
町
菊
屋
七
郎
兵
衛
／
寺
町
通
松
原
下
ル
町
菊

屋
喜
兵
衛

〈
巻
十
末
〉
安
永
七
年
戊
戌
初
冬
皇
都
書
陣
五
条
通
高
倉
東
へ
入
丁
北
村

四
郎
兵
衛
／
寺
町
通
松
原
上
ル
丁
菊
屋
七
郎
兵
衛
／
寺
町
通
松
原
下
ル
丁
菊
屋
喜

兵
衛〈
巻
十
三
末
〉
安
永
八
年
已
亥
孟
春
寺
町
通
松
原
上
ル
丁
今
井
七
郎
兵

衛
／
五
条
通
高
倉
東
へ
入
丁
北
村
四
郎
兵
衛
／
寺
町
通
松
原
下
ル
丁
今
井
喜
兵
衛

〔
／
は
改
行
を
示
す
。
以
下
同
じ
〕

な
お
、
巻
三
と
巻
十
の
末
尾
に
は
次
の
広
告
・
予
告
の
記
事
が
あ
る
。

〈
巻
三
末
〉
粟
津
義
圭
師
著
述
品
目
、
阿
弥
陀
経
依
正
謹
六
巻
、
大
経

和
讃
一
一
十
一
一
首
即
席
法
談
三
巻
、
袖
珍
勧
考
一
巻
、
一
一
河
白
道
護
信
録

三
巻
、
同
後
編
一
一
巻
、
帳
中
五
十
座
法
讓
一
一
巻
、
勧
小
護
十
四
首
即
席

法
談
三
巻
、
袖
珍
勧
録
一
巻
、
善
光
寺
如
来
東
漸
録
五
巻

〈
第
十
末
〉
御
傳
紗
演
義
四
編
三
冊
近
日
出
来
仕
候
／
巻
懐
五
十
座
法
談

二
冊
出
来
／
勧
序
考
小
刻
一
冊
出
来

こ
の
刊
記
を
見
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
内
容
の
四
編
に
編
成
さ
れ
た
、
各
編

ご
と
に
一
ま
と
ま
り
の
も
の
と
し
て
刊
記
が
付
け
ら
れ
、
四
回
に
分
け
て
出

版
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
巻
一
の
最
初
に
序
文
一
枚
が
存
し
、
内
題
は
各
巻
共
通
し
て
「
御

伝
紗
演
義
巻
一
（
～
十
三
）
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
「
粟
津
鐸
義
圭
述
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
各
巻
の
丁
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
巻
一
別
、
巻
二

兵
衛
／
寺
町
通
松
原
下
ル
町
藤
屋
東
七

の
基
と
な
っ
た
「
御
伝
紗
」
が
二
巻
二
冊
の
編
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
然

予
想
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
書
の
刊
記
は
次
の
よ
う
に
四

回
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

〈
巻
一
一
一
末
〉
安
永
三
年
一
一
一
月
吉
日
一
京
都
書
陣
五
条
通
高
倉
東
入
町
北
村

四
郎
兵
衛
／
寺
町
通
松
原
上
ル
町
菊
屋
七
郎
兵
衛
／
寺
町
通
松
原
下
ル
町
菊
屋
喜

◇
四
つ
仮
名
・
開
合

・
手
足
ノ
カ
ジ
ケ
ル
ト
云
事
ハ
ナ
イ
（
一
別
ォ
）

・
氷
ノ
中
テ
モ
カ
ヂ
ケ
ル
事
ナ
シ
（
一
別
ゥ
）

チ
ッ

・
此
一
ト
モ
カ
ヂ
ケ
ル
計
色
ナ
ク
（
一
別
オ
）

ソ
ン
ヂ
ヨ
ソ
コ
ヨ
イ

ソ
ン
チ
ヨ
ソ
。

・
某
地
某
処
ニ
ハ
良
薬
カ
ア
リ
。
其
地
其
処
ニ
ハ
上
手
ナ
医
者
カ
ア
ル
ト
イ

ヘ
ハ
ご
弱
オ
）

ソ
ン
ジ
ヨ
ソ
。

・
某
地
某
所
へ
ハ
手
前
モ
参
ル
ホ
ド
ニ
（
一
二
閲
ゥ
）

・
鴬
処
征
ト
云
分
限
者
ノ
家
二
（
五
皿
ウ
）

ヂ
キ

．
直
二
取
一
丁
（
六
Ⅲ
ゥ
）

ジ
キ

．
直
一
一
御
弟
子
ト
ナ
ラ
レ
タ
ハ
（
’
５
ォ
）

右
の
外
「
ヂ
ヤ
」
と
「
ジ
ヤ
」
は
屡
々
混
用
さ
れ
る
。
巻
三
が
と
く
に
激

し
く
Ⅳ
例
の
中
、
ジ
ヤ
９
例
・
ヂ
ヤ
８
例
と
、
ほ
ぼ
半
々
で
あ
る
。
全
体
を

「
真
宗
談
義
本
」
と
呼
び
う
る
も
の
の
中
、
長
編
と
は
い
え
、
た
蜜
一
部

の
書
物
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ
る
か
ら
、
体
系
立
て
物
を
言
う
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
い
ま
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
の
は
次
の
各
項
で
あ
る
。

○
四
つ
仮
名
・
開
合

○
ワ
行
の
仮
名
遣

○
擬
音
・
促
音
・
勘
音
表
記
、
音
便

○
漢
字
音

○
変
っ
た
音
表
記

〔
以
下
に
お
い
て
（
）
内
に
示
す
数
字
は
、
巻
数
．
丁
数
及
び
表
裏
で
あ
る
。
〕

弧
、
巻
三

別
、
巻
九

で
あ
る
。

「
御
伝
紗
演
義
」
の
表
記
（
音
韻
）

妬
、
巻
四
蝿
、
巻
五
弧
、
巻
六
稲
、
巻
七
皿
、
巻
八

冊
、
巻
十
釦
、
巻
十
一
（
不
明
）
、
巻
十
一
一
妬
、
巻
十
三
Ⅲ

一一一
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通
し
て
見
れ
ば
、
「
ジ
ヤ
」
の
方
が
少
数
で
あ
る
。
ほ
か
に

ミ
ヂ
カ

・
短
イ
ノ
ハ
五
年
一
二
年
（
四
Ⅲ
ゥ
）

ト
ン
ヂ
ヤ
ク

・
一
途
二
貧
著
シ
テ
居
タ
ハ
（
四
咀
ォ
）

チ
ヤ
ウ

・
外
カ
ー
フ
ピ
ン
ト
鎖
ヲ
オ
ロ
シ
テ
（
五
皿
ォ
）

こ
の
よ
う
に
正
し
い
用
法
の
み
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に

・
申
シ
出
サ
ル
、
ヲ
ヂ
ッ
ト
待
一
丁
御
座
ル
間
（
五
羽
ゥ
）

ガ
ン

・
雁
ガ
飛
へ
ハ
石
亀
ガ
ジ
タ
ン
ダ
。
（
七
旧
ゥ
）

誤
用
の
み
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
．
臺
ズ
ー
ヅ
で
は

ラ
レ

・
害
心
忽
チ
ム
ズ
折
シ
テ
（
－
５
ォ
）

・
印
魏
ヲ
綱
ニ
シ
タ
カ
フ
テ
（
｜
ｕ
ウ
）

キ
ス
ク
サ
リ

・
其
疵
カ
ー
ブ
腐
か
来
テ
（
｜
ｕ
ゥ
）

サ
テ

メ
ツ
ク
ラ
フ

・
借
キ
サ
ス
ト
一
戸
ハ
萠
ト
云
事
（
一
別
ゥ
）

・
九
歳
ノ
時
カ
ラ
メ
ヅ
ク
ラ
フ
タ
ト
云
事
（
一
別
ゥ
）

コ
ス
エ

・
梢
ニ
ハ
花
ヲ
メ
ヅ
ク
ー
フ
フ
テ
イ
ル
（
｜
別
ゥ
）

・
念
仏
申
ス
事
丸
覗
ピ
ヤ
ラ
ご
釦
ウ
）

・
シ
ヅ
カ
ニ
名
号
ヲ
称
へ
玉
フ
事
（
｜
別
ォ
）

・
ワ
ヅ
カ
一
人
前
ノ
極
楽
詣
カ
デ
キ
ル
ニ
別
ォ
）

・
イ
タ
ヅ
ラ
事
ニ
ナ
リ
マ
シ
ヤ
ウ
間
（
｜
胡
ォ
）

・
イ
ヅ
レ
モ
他
カ
ノ
吋
繍
ヲ
御
存
シ
ナ
ケ
レ
ハ
尤
ナ
事
（
二
別
ウ
）

ク
ツ

・
目
ゴ
ロ
ノ
修
行
ハ
崩
レ
テ
シ
マ
フ
。
（
五
別
ォ
）

・
槌
が
ノ
御
勧
化
ニ
ア
ヅ
カ
リ
テ
（
六
兜
オ
）

・
其
欄
ナ
識
ノ
下
ラ
ヌ
論
諭
瑠
ナ
事
ハ
（
七
９
ウ
）

・
オ
ノ
ヅ
ト
其
教
ノ
ス
タ
ル
ヲ
廃
退
ト
云
毛
Ⅲ
ォ
）

・
何
デ
モ
定
木
ス
ミ
カ
ネ
ガ
ハ
ヅ
レ
テ
ハ
ナ
ラ
ス
（
十
羽
ゥ
）

ム
キ
ズ

．
随
分
無
疵
ナ
同
行
卜
見
ユ
レ
ト
モ
（
十
一
一
虹
ォ
）

こ
れ
ら
の
外
に
、
ハ
ヅ
（
筈
）
マ
ヅ
（
先
）
は
す
べ
て
「
ヅ
」
で
表
記
さ

れ
て
お
り
、
誤
用
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
．
「
ジ
ー
ヂ
」
の
混
用
の
多

い
の
に
比
し
て
「
ズ
ー
ヅ
」
の
誤
用
の
少
さ
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。開
合
に
就
い
て
は
、

○
御
恩
ヲ
報
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
ト
思
食
レ
テ
ナ
リ
（
－
１
ォ
）

ヒ
ヤ
ウ
シ

○
何
ゾ
ノ
拍
子
ニ
ハ
（
－
２
ォ
）

・
膝
ク
ミ
ア
フ
テ
晦
尹
｜
ゴ
フ
ス
ル
咽
地
ガ
ス
ル
つ
４
オ
）

ヒ
サ

シ
ヤ
ウ
ズ

○
上
手
ナ
絵
師
ガ
ア
ー
ア
（
－
６
ォ
）

・
馬
入
職
《
マ
デ
茄
謝
ピ
ト
云
．
、
ロ
ナ
リ
（
’
６
ウ
）

・
緋
糠
辮
ナ
シ
ノ
御
影
チ
ャ
ト
ハ
思
フ
ナ
（
｜
票
）

ウ
ロ
ク
ス

ノ
マ

○
鱗
ノ
分
ト
シ
テ
士
ヲ
呑
フ
ト
ハ
（
｜
ｕ
ゥ
）

○
長
上
物
語
ナ
レ
ト
モ
縦
砿
（
｜
分
ナ
レ
ハ
（
一
過
オ
）

ヒ
ヨ
ウ
シ

○
何
ソ
ヤ
表
示
ノ
ア
ル
事
カ
ト
一
万
一
一
（
一
妬
ォ
）

○
終
一
一
天
下
孔
篝
憾
セ
ラ
レ
タ
（
－
咄
ウ
）

セ
イ
セ
イ
サ
ウ
サ
ウ

○
章
モ
萎
々
蒼
々
ト
シ
テ
見
事
ナ
レ
ト
モ
（
一
Ⅳ
ォ
）

○
御
奉
公
マ
フ
ス
事
ナ
リ
つ
妬
ォ
）

○
洞
禰
塑
僻
ノ
絵
像
木
像
二
卿
乙

チ
ヤ
ウ
ド

○
丁
度
猿
ト
同
シ
事
チ
ヤ
（
｜
蛆
ゥ
）

巻
一
に
お
け
る
開
合
に
か
、
わ
る
異
な
り
語
形
の
ほ
ず
す
べ
て
で
あ
る

が
、
次
に
あ
げ
る
二
例
以
外
は
表
記
は
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。

・
動
容
周
旋
自
然
ト
如
来
ノ
徳
圦
瑞
杠
サ
セ
ラ
レ
テ
（
’
２
オ
）

タ
ウ
ヤ
ウ
シ
ウ
セ
ン

○
ア
リ
ソ
ウ
ナ
モ
ノ
チ
ヤ
（
｜
Ⅳ
ゥ
）

巻
二
以
降
も
概
ね
正
し
い
表
記
を
と
っ
て
い
る
中
に
、
次
の
よ
う
な
混
用

や
誤
記
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
表
記
を
誤
っ
た
語
に
特
別
な
性
質
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。

ヒ
ラ
ト
フ
ハ
ラ

○
十
分
ニ
タ
ベ
タ
コ
、
ロ
狸
語
イ
ヘ
ハ
腹
ノ
フ
ク
レ
タ
ノ
ヂ
ヤ
（
｜
｜
〃
ォ
）

ヒ
ラ
タ
フ

○
若
我
成
佛
ト
云
ヲ
埋
語
イ
ヘ
ハ
（
四
閲
ゥ
）

リ
カ
ウ

○
モ
ソ
ッ
ト
利
ロ
ナ
職
モ
有
フ
ー
ー
（
七
９
）

○
堂
上
堂
祠
末
々
マ
テ
｜
纐
二
販
依
ノ
事
（
入
超
ウ
）

こ
れ
ら
の
外
、
先
に
一
例
は
掲
げ
て
お
い
た
が
、
動
詞
四
段
ウ
音
便
の
形

－

－

－■■■■■■・
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◇
ワ
行
の
仮
名

「
ワ
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
例
が
特
異
で
あ
る
。

○
霜
雪
ヲ
モ
イ
タ
、
キ
射
山
ニ
ワ
シ
リ
テ
（
｜
妬
ォ
）

ハ
タ
ク
シ

○
残
念
ナ
カ
ー
フ
妾
ハ
是
ヨ
リ
帰
マ
セ
フ
カ
（
｜
妬
ゥ
）

前
者
は
、
経
典
に
依
る
「
御
伝
紗
」
の
本
文
と
見
ら
れ
る
文
中
の
用
例
で

ワ
タ
ク
シ

ワ
シ

あ
る
。
他
に
例
は
な
い
。
後
者
は
他
所
に
「
妾
」
（
一
妬
ゥ
）
「
妾
」
（
四
７
ゥ
）

ワ
タ
ク
シ

「
僕
」
（
四
Ⅳ
ゥ
）
な
ど
の
例
も
あ
り
．
｜
般
的
な
傾
向
と
し
て
「
ワ
ー
ハ
」

が
混
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

「
ヰ
」
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
軽
一
鰐
ハ
舳
綴
マ
レ
テ
（
｜
ｕ
ォ
）

ニ
セ
ム
ラ
サ
キ

○
凡
夫
ノ
、
心
ハ
贋
紫
デ
、
ツ
ヰ
見
ザ
メ
カ
シ
ヤ
ス
イ
（
一
一
羽
ォ
）

で
恐
ら
く
は
長
音
に
発
音
さ
れ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
数
あ
る
が

い
ず
れ
も
正
し
い
仮
名
遣
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

イ
サ
ナ

女
人
ヲ
誘
フ
テ
、
句
ヲ
ア
テ
ガ
フ
テ
、
鰐
ヲ
ネ
ラ
フ
テ
、
印
魏
ヲ
鰯
ニ
シ

タ
カ
フ
テ
、
雪
霜
ニ
ア
フ
ー
ア
ハ
、
な
ど
。

ま
た
、
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
「
ウ
」
が
付
い
た
語
形
も
、
仮
名
の
遣
い

方
は
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。

コ
マ
ラ
サ

困
フ
ト
、
佛
ニ
ナ
サ
フ
ゾ
ト
、
シ
賎
ゼ
フ
ト
、
教
マ
セ
フ
ト
テ
、

ハ
ツ
サ

取
り
放
フ
ナ
ー
フ
ハ
、
な
ど
。

そ
の
外
「
ヤ
ウ
ナ
・
ヤ
ウ
ニ
」
の
類
は
例
外
な
く
開
音
表
記
を
と
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
引
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

ヤ
カ
ラ

○
シ
ヤ
ウ
事
ナ
シ
ニ
出
家
ス
ル
族
モ
ア
ル
（
｜
〃
ォ
）

○
證
擴
ヲ
見
シ
ヤ
ウ
カ
ト
（
一
元
ォ
）

○
カ
ク
シ
テ
居
ヤ
ウ
ョ
リ
ハ
（
三
別
ォ
）

○
極
楽
一
丁
得
ヤ
ウ
ト
思
フ
テ
（
五
町
ウ
）

最
初
の
例
は
「
仕
様
」
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
或
は
「
為
ヨ
ウ
」
と
も
考

え
ら
れ
る
。
後
の
三
例
は
、
助
動
詞
「
ヨ
ウ
」
と
見
ら
れ
る
。

「
つ
ゐ
に
」
の
語
は
右
の
外
の
書
中
例
も
す
べ
て
「
井
」
表
記
で
あ
る
。

こ
れ
の
外
に
は
、
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

ダ
ウ
チ
ク
ヰ

○
稲
麻
竹
葦
ノ
如
ク
御
繁
曰
已
ア
リ
シ
ニ
（
入
砠
ォ
）

ヲ
ス
マ
ヰ

セ
マ

○
唯
今
ノ
諦
居
ア
マ
リ
ー
ー
湫
溢
、
ン
（
九
、
ゥ
）

○
衆
生
ノ
方
二
宿
善
ノ
ナ
マ
シ
ヰ
ト
熟
シ
タ
ト
ガ
ア
テ
（
九
稲
ゥ
）

ア
キ
レ
ヰ

○
夕
Ｆ
呆
了
テ
居
ル
ハ
カ
リ
チ
ヤ
（
十
週
ォ
）

ヰ
ル

○
名
乗
モ
ッ
イ
テ
居
ホ
ド
ノ
身
持
夕
鼠
百
姓
デ
在
夕
（
十
一
一
仙
オ
）

ナ
マ

一
二
番
目
の
例
「
ナ
マ
シ
ヰ
」
は
「
生
し
い
」
（
未
熟
）
で
あ
り
、
仮
名
遣
は

誤
っ
て
い
る
。

「
ヱ
」
に
お
い
て
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

ヱ

○
阿
ミ
タ
如
来
ヲ
敢
オ
カ
マ
ス
（
’
４
ゥ
）

○
喜
フ
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
ヱ
タ
ハ
、
ア
ク
マ
テ
凡
夫
…
…
（
二
肥
ォ
）

○
極
楽
テ
得
ヤ
ウ
ト
思
う
一
丁
（
五
町
ウ
）

タ
ヤ
ス
ク

○
容
易
通
り
ヱ
ラ
レ
ヌ
ホ
ド
ノ
険
阻
（
十
一
一
、
ォ
）

モ
ト
ッ

○
性
生
一
定
ノ
覚
悟
一
一
原
ク
ヤ
ウ
ニ
ハ
ナ
リ
ヱ
タ
（
十
一
一
一
ｕ
ゥ
）

右
の
よ
う
に
「
得
」
の
よ
み
の
仮
名
に
は
概
ね
「
吾
が
用
い
ら
れ
る
が

中
に
は
次
の
如
き
例
も
見
ら
れ
る
。

端
私
ハ
停
参
ル
マ
ヒ
ト
ス
ゲ
ナ
フ
返
答
モ
ナ
ラ
ス
（
十
三
妬
オ
）
外
に
は
、

ヱ
カ
キ

○
梯
身
ヲ
以
一
丁
画
ア
ヤ
ト
リ
テ
（
’
４
ウ
）

ヱ
キ

○
益
ナ
ヒ
事
ゲ
ヤ
ト
（
七
卯
ゥ
）

ナ
出
ヱ
ヒ
サ
ヤ
ヱ
ヲ
リ

○
七
重
ノ
膝
ヲ
八
重
二
折
テ
ナ
リ
ト
モ
（
八
６
ゥ
）

○
識
春
ノ
術
ニ
ッ
ク
（
十
Ｍ
ユ

ワ
レ

○
破
夕
石
ノ
再
タ
ビ
イ
ヱ
ア
ハ
ヌ
如
ク
ジ
ヤ
ト
ア
ル
ニ
（
十
一
一
恥
ォ
）

ヱ
｛
プ

○
国
虚
ヲ
樺
ハ
ス
ド
コ
デ
モ
ッ
カ
ヘ
ル
ト
云
事
（
十
一
二
６
ゥ
）オ
ミ
フ
リ
オ
メ
ミ
エ

「
ヲ
」
の
仮
名
の
用
い
方
は
、
接
頭
語
「
御
」
は
、
御
身
振
・
拝
顔
・
精

オ
タ
マ
シ
ヒ
オ
チ

神
・
御
乳
ノ
下
・
御
屏
聞
・
御
種
の
よ
う
に
振
仮
名
と
し
て
は
「
オ
」
が

ワ
ス
マ
ヰ

多
い
。
中
に
は
諦
居
と
い
っ
た
例
も
あ
る
。
ま
た
、
巻
一
に
限
っ
て
見
れ
ば
、

ヲ
ホ
ハ

オ
ホ
ネ
ヲ
リ
ヲ
ク
ヲ
リ

ク
チ
ヲ
シ

漢
字
に
付
し
た
振
仮
名
は
、
覆
レ
ー
ア
・
御
骨
折
・
奥
・
織
ツ
ケ
テ
・
口
惜
フ
．

￣

＝
－
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◇
促
音
・
擬
音
・
勧
音
と
音
便

促
音
は
「
シ
」
で
表
記
さ
れ
る
。

チ
ッ

ケ
シ
キ

○
比
ニ
ト
モ
カ
ヂ
ケ
ル
気
色
ナ
ク
（
一
別
ォ
）

ノ
ル
イ
ッ
チ

○
聖
道
自
カ
ノ
陸
地
ヲ
乗
二
寂
ス
ク
レ
タ
ガ
（
｜
仙
ゥ
）

○
見
ル
ー
ー
ッ
ケ
テ
ハ
ヒ
シ
、
キ
間
ク
ニ
ツ
イ
テ
ハ
ヒ
ッ
、
キ
（
一
側
ォ
）

○
初
メ
カ
ラ
穗
勵
二
塵
ヲ
尽
シ
ハ
ナ
サ
レ
ナ
ン
ダ
（
一
一
Ⅲ
オ
）

○
夫
レ
ハ
モ
ソ
ッ
ト
残
念
ナ
リ
（
一
一
一
２
ゥ
）

リ
ッ
ハ

○
彼
ノ
立
派
ナ
精
進
潔
斎
ノ
清
僧
達
ノ
目
ニ
ハ
（
一
二
皿
ォ
）

マ
ツ
シ
ロ

○
雲
ノ
上
二
皎
然
二
見
エ
ワ
タ
ル
処
ガ
（
四
５
ォ
）

○
御
勧
化
ノ
薬
デ
サ
ッ
ハ
リ
ト
雛
シ
テ
シ
マ
ヘ
ハ
（
四
砠
ゥ
）

○
袖
ノ
ナ
ヒ
ホ
ド
引
ツ
リ
ヒ
ッ
ハ
ッ
テ
馳
走
ニ
ア
フ
ハ
（
十
二
四
ゥ
）

セ
ツ
カ
ク

ア
ト
モ
ド
リ

○
切
角
ツ
ト
メ
テ
モ
退
転
シ
テ
（
十
一
一
別
ォ
）

ヲ
サ
メ
ヲ
ソ
ロ
シ
ヲ
シ

ヲ
シ

ヲ
モ
テ

ヲ
モ
シ
ロ

収
一
丁
・
怖
ヤ
・
推
尊
ム
デ
・
推
テ
見
タ
レ
ハ
・
海
ノ
表
ニ
ハ
・
面
白
カ
ー
フ
フ

ヲ
ク
レ
モ
ノ
ヲ
ッ
シ
ヤ
ラ
ヲ
サ
ナ
イ

ヲ
シ
ヘ
ヲ
イ

ヲ
コ
リ

ト
・
人
ヨ
リ
後
テ
．
一
一
一
一
口
語
ヌ
ハ
・
稚
ト
キ
ハ
・
諒
一
フ
ル
・
老
ヲ
・
本
ノ
輿
ヲ
・

イ
ヤ
シ
ヒ
ヲ
リ
ヲ
コ
タ
ラ
ヲ
リ
カ
ラ

卑
谷
二
下
テ
・
慨
ス
祈
・
折
柄
の
如
く
「
。
／
」
が
用
い
ら
れ
、
例
外
は
、

オ
リ
フ
シ
オ
ホ
テ
カ
ラ
オ
ハ
シ
マ

折
節
・
大
動
功
・
在
ス
の
み
で
あ
う
（
〕
・
一
方
、
仮
名
書
き
で
は
、
オ
ハ
シ
マ

ス
・
オ
ト
サ
セ
ラ
レ
タ
・
オ
ョ
ソ
半
時
・
助
ケ
オ
ホ
セ
テ
・
チ
カ
ラ
オ
ョ
ハ

ナ
ミ

カ
サ
リ

ス
・
浪
ハ
オ
コ
ー
フ
ヌ
・
朱
印
コ
ノ
オ
シ
テ
・
父
母
ニ
オ
ク
レ
・
餅
ヲ
オ
ロ
シ
．

一
日
オ
ソ
ナ
ハ
レ
ハ
衆
生
ノ
性
生
か
一
日
オ
ソ
ナ
ハ
ル
・
オ
カ
マ
レ
玉
フ
・

心
ノ
オ
チ
ッ
イ
テ
ア
ル
・
オ
チ
ッ
カ
ヌ
ニ
依
テ
の
如
く
「
オ
」
の
み
で
あ
る
。

オ
ヂ
ゴ

ヲ
ヂ
ゴ

ヲ
リ
カ
ラ

．
な
お
「
伯
父
御
（
一
班
ゥ
）
と
伯
父
御
（
一
胡
ォ
）
」
や
、
「
折
柄
（
一
伯
ゥ
）

オ
リ
フ
シ

ヲ
ノ
レ

と
折
節
（
一
咽
ォ
）
と
オ
リ
カ
ー
フ
（
十
一
一
焔
ォ
）
」
、
「
オ
ノ
ヅ
ト
（
七
Ｍ
ォ
）
と
己

（
十
二
４
オ
ピ

特
に
明
確
な
規
範
性
が
存
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
或
る
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
が
、
設
教
・
談
義
の
文
章
表
記
の
特
色
か
ど
う
か
は
今
の
と
こ

ろ
何
と
も
一
一
一
一
口
え
な
い
。

○
十
一
月
廿
八
日
午
ノ
正
中
マ
ッ
ヒ
ル
ニ
浄
土
へ
御
還
リ
ナ
サ
レ
タ
（
十
三
側

ウ）

右
は
用
例
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
な
か
に
僅
の
例
外
で
あ
る
が
、

○
鍜
治
屋
ノ
鰡
打
チ
ー
ー
ナ
テ
御
座
ツ
タ
（
一
一
一
７
ウ
）

○
興
福
寺
ノ
衆
徒
追
シ
シ
、
ヒ
テ
（
八
咀
ゥ
）

「
シ
」
小
書
き
の
例
が
見
え
る
。
こ
の
書
は
時
折
「
仮
名
小
書
き
」
を
見

せ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
「
送
り
仮
名
」
に
当
る
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
一

類
と
見
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

他
に
後
に
触
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
促
音
便
は
「
無
表
記
」
で
あ
る
。

擢
音
は
「
ン
」
又
は
「
ム
」
で
表
記
さ
れ
る
。

○
正
真
ジ
ャ
ト
云
一
丁
喜
ン
夕
（
｜
Ⅲ
ォ
）

○
羽
ヤ
白
フ
ナ
ル
ラ
ン
ト
云
う
御
歌
ナ
リ
（
一
一
２
ゥ
）

○
ネ
ン
コ
ロ
ニ
伝
ヘ
テ
給
ハ
レ
（
二
妬
ゥ
）

テ
ホ
ン

○
規
矩
ヲ
御
出
シ
ナ
サ
レ
タ
（
四
週
ゥ
）

○
幟
嶽
柵
一
ツ
ヲ
見
コ
ム
テ
（
四
Ⅳ
ウ
）

ヨ
ン

○
一
リ
ノ
僧
ヲ
呼
デ
申
ス
ヤ
ウ
（
四
旧
ォ
）

○
斯
書
ヲ
見
聞
セ
ン
モ
ノ
（
五
３
ゥ
）

ト
ガ

○
是
ハ
目
ノ
カ
ス
ム
タ
過
ヂ
ヤ
（
五
刑
ゥ
）

．
メ
ン
メ
ウ

○
御
面
貌
ヲ
オ
ガ
ム
ダ
事
ガ
ナ
ヒ
（
五
旧
ォ
）

○
ミ
ク
シ
ハ
カ
リ
ヲ
ウ
ッ
サ
レ
ン
ニ
タ
ン
ヌ
ヘ
シ
（
六
別
ォ
）

ソ
シ
ヤ
ウ

○
彼
レ
是
レ
ノ
訴
訟
ゴ
ト
モ
暫
ク
ヤ
ム
ダ
（
八
、
ゥ
）

○
好
事
聞
タ
ト
停
尹
一
一
継
一
丁
（
八
妬
オ
）

ヨ
イ

○
母
一
一
別
ル
、
ヤ
ウ
ニ
悲
シ
ム
タ
（
＋
３
ゥ
）

ハ
ン
ベ

○
霜
ア
ッ
ク
侍
ル
ュ
ヘ
（
十
一
一
略
ゥ
）

ム
マ

ム
メ
ポ
シ

ま
た
、
「
産
セ
ラ
レ
タ
」
（
一
通
ゥ
）
「
梅
干
」
（
九
岨
ゥ
）
の
表
記
も
見
ら
れ
る

が
、
限
ら
れ
た
語
の
み
で
あ
り
、
擬
音
で
は
な
い
。

「
ン
」
と
「
ム
」
と
の
間
に
特
に
使
い
分
け
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い

一

一

四
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よ
う
で
あ
る
。
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
は
「
フ
・
ど
表
記
の
み
で
「
ム
」

語
形
は
見
当
ら
な
い
。
な
お
、
「
シ
ム
」
助
動
詞
は
「
ス
、
メ
シ
ム
」
（
三
妬
ゥ
）

の
一
例
が
見
ら
れ
る
。

勧
音
（
勘
長
音
）
の
表
記
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

漢
語
の
振
仮
名
と
し
て
は
、
「
対
聯
遥
雛
剛
（
’
８
ウ
）
・
御
謡
關
（
｜
、
ゥ
）
・

金
天
粛
殺
ノ
気
（
一
別
ォ
）
・
釘
鞠
霊
（
｜
季
）
・
ね
嚥
芭
（
｜
妬
ゥ
）
」
と
い
つ

シ
ク
サ
ッ

シ
ク

た
様
相
で
あ
る
。
開
勘
音
も
存
し
、
覇
の
よ
う
な
表
記
も
見
ら
れ
る
。
一
方

和
語
（
仮
名
書
き
）
の
面
で
は
、

ヤ
カ
ラ

ｏ
世
間
ノ
人
一
一
鵜
レ
シ
ャ
ウ
事
ナ
シ
ニ
出
家
ス
ル
族
モ
ア
ル
（
一
町
ォ
）

○
向
ン
ノ
御
礼
一
一
及
ヒ
マ
セ
フ
ソ
（
｜
別
ゥ
）

テ
ケ
フ

○
若
シ
ア
ー
フ
ハ
大
勢
ノ
人
損
シ
ガ
出
来
卜
仰
置
レ
テ
（
一
一
一
皿
ゥ
）

○
念
仏
ヲ
ヒ
ロ
メ
ウ
為
ヂ
ヤ
（
三
ｕ
ォ
）

○
他
カ
ノ
信
心
ヲ
説
間
サ
フ
タ
メ
バ
カ
リ
ヂ
ヤ
西
６
ォ
）

○
金
ノ
鍵
ヲ
ケ
ナ
リ
フ
思
へ
ト
モ
（
五
Ⅳ
ゥ
）

こ
れ
ら
の
外
、
形
容
詞
の
ウ
音
便
形
と
動
詞
の
ウ
音
便
形
が
多
数
見
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
勘
長
音
の
発
音
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
づ
い
て
音
便
に
つ
い
て
述
べ
る
。
用
例
は
一
部
で
あ
る
。

〈
動
詞
イ
音
便
〉カ
イ

○
是
レ
ヲ
絵
一
一
画
テ
ミ
ヤ
レ
（
’
６
ォ
）

○
名
ガ
ッ
イ
タ
カ
ラ
ハ
（
一
一
路
ォ
）

コ
シ
ヲ
レ

○
木
一
一
竹
ツ
ヒ
タ
杜
撰
デ
モ
（
五
８
ォ
）

カ
ハ
イ

○
個
渇
テ
シ
マ
フ
（
七
２
ゥ
）

〈
動
詞
ウ
音
便
〉

ｏ
璽
津
ヲ
幕
フ
テ
（
’
１
ゥ
）

ヒ
サ

○
膝
ク
ミ
ア
フ
テ
（
’
４
ォ
）

○
弓
ヲ
引
一
丁
向
フ
タ
レ
ト
モ
（
｜
明
ォ
）

○
云
う
タ
モ
云
う
夕
（
四
弱
ゥ
）

な
お
、
「
許
シ
玉
ヒ
タ
・
サ
ッ
カ
リ
玉
ヒ
タ
」
の
如
く
原
形
も
見
ら
れ
る
。

〈
促
音
便
〉

○
上
手
ナ
絵
師
が
ア
テ
（
’
６
乙

○
其
か
手
力
、
リ
ニ
ナ
テ
（
五
４
ォ
）

○
今
二
京
都
二
御
逗
留
ア
テ
（
八
Ⅳ
ォ
）

○
夢
テ
ア
タ
カ
現
テ
ア
タ
カ
ト
（
十
一
一
田
ォ
）

促
音
便
の
語
形
は
、
大
部
分
が
右
の
如
く
無
表
記
で
あ
る
が
、
中
に

○
見
ル
ニ
ッ
ケ
テ
ハ
ヒ
シ
、
キ
聞
ク
ニ
ッ
イ
テ
ハ
ヒ
シ
、
キ
（
｜
伯
ゥ
）

ク
ハ
イ
ザ
ン
ジ

・
一
塊
ノ
雲
か
暫
時
ニ
ハ
ビ
コ
ッ
テ
天
二
満
ル
如
ク
（
十
８
ゥ
）

○
袖
ノ
ナ
ヒ
ホ
ド
引
ツ
リ
ヒ
ッ
ハ
ッ
テ
馳
走
ニ
ア
フ
ハ
（
十
二
四
ゥ
）

右
の
如
く
「
シ
」
表
記
を
採
る
も
の
も
若
干
で
は
あ
る
が
見
ら
れ
る
。

ヤ
ハ
リ

○
大
キ
ー
一
異
夕
（
｜
Ⅲ
ォ
）
○
軍
サ
カ
ア
リ
タ
（
｜
明
ゥ
）
○
御
存
シ
ナ
カ
リ
タ

イ
カ
リ
ニ
ク
ム

（
｜
妬
オ
）
○
其
レ
ハ
鍼
か
一
一
司
分
（
一
二
Ⅳ
オ
）
○
腹
タ
リ
僧
タ
リ
ス
ル
ヲ
（
十

９
ォ
）
と
い
う
よ
う
な
原
形
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
音
便
形
と
原
形
の
使
用

は
、
ほ
ぎ
相
半
ば
と
い
う
様
相
で
あ
る
。

〈
擬
音
便
〉

○
正
真
ジ
ヤ
ト
云
一
丁
喜
ン
夕
（
｜
Ⅲ
ォ
）

・
鍼
ン
サ
ニ
幽
一
丁
喜
ン
ダ
（
四
７
ウ
）

ト
ガ
・

○
是
ハ
目
ノ
カ
ス
ム
タ
過
ヂ
ヤ
（
五
脳
ゥ
）

○
御
耐
瀦
ヲ
オ
ガ
ム
ダ
事
ガ
ナ
ヒ
宝
肥
乙

○
ミ
ク
シ
ハ
カ
リ
ヲ
ウ
ツ
サ
レ
ン
ニ
ア
ン
ヌ
ヘ
シ
（
六
別
ォ
）

ソ
シ
ヤ
ウ

○
彼
レ
是
レ
ノ
訴
訟
ゴ
ト
モ
暫
ク
ヤ
ム
ダ
（
八
、
ゥ
）

○
妬
事
聞
タ
ト
停
尹
一
一
縦
テ
（
八
別
オ
）

カ
キ

○
神
輿
ヲ
御
所
ノ
内
へ
界
コ
ム
テ
（
八
町
ォ
）

○
母
二
別
ル
、
ヤ
ウ
ニ
悲
シ
ム
タ
（
十
３
ゥ
）

○
霜
ア
シ
久
儀
ル
ユ
ヘ
（
十
二
蛆
ウ
）

音
便
形
は
「
ン
」
と
「
ム
」
と
の
表
記
を
と
る
。
両
者
の
間
に
差
異
は
な

一

一

五
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ス
メ

○
イ
ニ
シ
ヘ
ョ
リ
解
一
一
ク
ヒ
歌
（
四
虹
ォ
）
〈
す
む
（
四
段
活
用
）
〉

○
ホ
ッ
コ
リ
ト
意
味
カ
ワ
カ
レ
ニ
ク
ヒ
（
四
虹
ォ
）
〈
わ
か
る
（
四
段
活
用
）
〉

○
盛
ハ
総
鴎
（
六
４
オ
）
〈
ひ
め
も
す
〉

モ
ク
ラ
ホ
イ
ア
レ

○
蘇
生
テ
荒
ダ
ル
宿
ノ
（
七
ｕ
ゥ
）
〈
む
ぐ
ら
お
い
〉

モ
ク
ロ

○
安
楽
一
房
ノ
鵠
ヲ
江
州
馬
淵
一
一
送
り
（
八
Ⅲ
ォ
）
〈
む
く
ろ
〉

右
の
例
中
、
第
二
・
’
一
一
例
は
動
詞
活
用
の
違
い
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た

ホ
イ

第
五
例
の
「
生
」
は
ハ
行
転
呼
幸
曰
の
〈
ホ
・
オ
〉
混
用
と
見
ら
れ
る
。
あ
と

の
変
化
は
、
母
音
「
ｅ
↓
ｉ
、
ｕ
↓
ｅ
、
ｉ
↓
ｅ
、
ｕ
↓
ｏ
、
ｕ
↓
ｏ
」
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
語
を
離
れ
て
音
の
面
か
ら
の
み
見
れ
ば
、
「
ｅ
↓
ｉ
」

と
「
ｕ
↓
ｅ
・
ｏ
」
と
見
う
る
。

〈
漢
語
〉
ト
ウ
ザ
ン

○
今
日
登
麥
仕
り
マ
シ
タ
ハ
別
ノ
子
細
ニ
ア
ー
フ
ズ
（
－
－
６
ゥ
）

或
は
「
当
参
」
の
転
用
か
。
単
に
「
ま
ゐ
り
ま
し
た
」
の
宛
漢
字
か
。

◇
変
っ
た
音
表
記

〈
和
語
〉

タ
ト
ヒ

○
設
（
愚
擬
ノ
尼
入
道
（
囚
加
ゥ
）
〈
た
と
へ
ば
〉

右
の
如
く
連
用
形
の
音
便
形
は
多
い
。
た
だ
し
原
形
も
見
ら
れ
る
。

○
蝋
ノ
多
ク
ム
ラ
ガ
リ
追
フ
テ
ュ
ク
（
’
６
ウ
）

マ
ツ
シ
イ
ヤ
シ
フ

○
身
分
力
貧
ク
賎
シ
テ
（
｜
皿
ゥ
）

ワ
ツ
ラ
ハ

○
煩
シ
ク
摩
耶
夫
人
ノ
胎
内
ヲ
カ
ー
フ
セ
ラ
レ
タ
ソ
ト
云
（
｜
、
ォ
）

○
心
ノ
御
弟
子
ラ
シ
フ
ナ
ヒ
者
ハ
（
四
Ⅲ
ゥ
）

○
何
ト
ヤ
ラ
ウ
ト
ノ
く
、
シ
フ
ナ
リ
テ
（
五
１
ゥ
）

○
幻
シ
ニ
ハ
天
竺
ノ
天
親
菩
薩
ア
ザ
ノ
ー
ー
）

イ
ッ
レ
マ
コ
ト

○
執
モ
始
〆
賞
シ
フ
ハ
思
ハ
レ
マ
ヒ
（
｜
、

。
ウ
リ

○
法
ハ
貴
ト
フ
覚
エ
マ
ス
レ
ト
モ
（
一
一
、
ゥ
）

い
よ
う
で
あ
る
。
原
形
は
見
当
ら
な
い
。

〈
形
容
詞
ウ
音
便
〉

・
幻
シ
ニ
ハ
天
竺
ノ
天
親
菩
薩
ア
ザ
ノ
ー
シ
フ

イ
ッ
レ
マ
コ
ト

○
執
モ
始
〆
賞
シ
フ
ハ
思
ハ
レ
マ
ヒ
（
｜
、
ォ
）

二
２
二

◇
人
称
代
名
詞
に
お
い
て
は
、
｜
人
称
が
極
め
て
豊
富
で
あ
り
、
三
人
称
と

見
ら
れ
る
も
の
は
極
め
て
少
数
で
あ
る
が
見
ら
れ
る
。
特
徴
的
な
も
の
と
し

て
は
、
「
艇
學
」
な
ど
の
語
形
で
表
わ
さ
れ
る
特
定
人
物
（
親
鶯
上
人
）
を
指

す
用
法
で
あ
る
。
人
称
代
名
詞
と
い
う
べ
き
で
は
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
な
言

語
の
場
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
が
、
指
示
さ
れ
る
人
物
が
特
定
で
あ
る
と

い
う
点
で
は
、
｜
股
と
異
る
と
見
ら
れ
る
。

一
人
称
（
傍
線
の
下
の
（
）
内
は
、
傍
線
語
に
付
ら
れ
た
振
仮
名
）

○
我
等
力
魂
ニ
ソ
ミ
コ
ミ
玉
ヒ
タ
ハ
つ
４
ゥ
）

○
我
浄
土
エ
往
生
シ
タ
ラ
ハ
ニ
Ⅲ
ゥ
）

Ｉ
モ
ラ
イ

○
私
ソ
レ
ヲ
賞
ウ
ケ
ー
ア
（
｜
ｕ
ゥ
）

○
妾
（
ハ
タ
ク
シ
）
ハ
是
ヨ
リ
帰
マ
セ
フ
カ
ニ
妬
ゥ
）

○
ヲ
レ
カ
東
シ
隣
リ
ニ
孔
丘
ト
云
男
ガ
ア
ル
ガ
（
一
一
８
ォ
）

○
煩
悩
成
就
ノ
ワ
レ
ラ
ニ
ハ
（
一
一
｜
弱
ゥ
）

本
書
の
語
法
的
性
格
を
見
る
に
際
し
て
、
特
色
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る

次
の
各
項
ご
と
に
採
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

○
人
称
代
名
詞

○
接
続
詞

○
用
一
一
一
一
口
及
び
敬
語
表
現

○
助
動
詞

○
助
詞

タ
ン
ジ
ヤ
ウ

○
誓
」
」
ト
ハ
約
束
丹
誠
ダ
テ
ノ
事
（
四
町
ォ
）

タ
ン
セ
イ

「
丹
誠
」
か
。
「
誠
」
に
「
シ
ヤ
声
ソ
」
の
音
は
な
い
。

オ
セ
ナ
カ

・
夕
霞
背
後
ハ
カ
リ
ヲ
オ
ガ
ム
デ
製
二
御
廊
郷
ヲ
オ
ガ
ム
ダ
事
ガ
ナ
」
」
（
五

肥
と
「
廊
猟
」
の
誤
り
か
。

「
御
伝
紗
演
義
」
の
語
法

一一一ハ
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。
否
妾
（
ワ
シ
）
か
親
ハ
繩
掌
デ
ハ
ナ
ヒ
西
７
ゥ
）

イ
ヤ
ー

ロ

○
僕
（
ワ
タ
ク
シ
）
事
ハ
瞳
行
者
卜
甲
ス
モ
ノ
（
四
Ⅳ
ゥ
）

○
朕
（
チ
ン
）
か
手
ワ
ザ
ニ
及
ハ
ヌ
モ
ノ
ハ
西
肥
ォ
）

シ
ア
ハ
セ

○
僕
（
コ
チ
）
ガ
若
シ
天
幸
シ
タ
ー
フ
ハ
（
四
弱
ォ
）

○
拙
者
力
所
存
ノ
程
ヲ
御
推
量
ア
レ
ョ
（
五
８
ォ
）

○
迺
公
（
ヲ
と
ガ
蝋
テ
居
ル
間
ハ
（
五
昭
ウ
）

ト
シ
コ
ロ

○
弧
（
ワ
タ
ク
シ
）
モ
年
来
病
身
一
一
御
座
レ
ハ
（
八
皿
ォ
）

○
妾
（
ワ
タ
ク
シ
）
か
前
生
ハ
此
近
辺
（
十
６
ォ
）

○
僕
（
ワ
レ
）
ス
デ
ニ
地
獄
ノ
苦
患
ヲ
ノ
ガ
レ
テ
（
十
四
ォ
）

ヲ
リ
ヲ
リ

ウ
コ
キ

○
時
々
ハ
ヒ
ト
リ
己
（
ヲ
ノ
レ
）
ト
動
揺
マ
ス
ル
ユ
ヘ
（
十
一
一
４
ォ
）

○
此
（
コ
チ
）
ハ
清
僧
ト
自
慢
シ
テ
モ
（
十
二
８
ゥ
）

○
手
前
ハ
存
セ
ス
（
十
三
銘
ゥ
）

ス
ミ

な
お
、
外
に
「
我
住
処
・
我
力
・
我
心
・
我
家
・
我
上
人
・
我
望
・
我
身
・

ヲ
シ
へ

我
教
エ
・
我
訓
」
と
い
っ
た
例
も
多
い
。
以
上
、
｜
応
異
な
る
雪
叩
形
は
す
べ

て
掲
げ
た
。
宛
漢
字
の
多
様
さ
が
目
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
人
称

・
孔
丘
ト
云
男
ガ
ア
ル
ガ
其
し
か
事
デ
有
フ
ト
云
夕
（
二
８
ォ
）

・
洞
か
教
へ
ヤ
ウ
ガ
ア
チ
ラ
コ
チ
ラ
ナ
レ
パ
（
一
一
加
才
）

ア
ハ
レ
シ
ユ
ウ
ジ
ン

○
其
方
（
ソ
ナ
タ
）
ニ
ハ
雨
晴
衆
人
ニ
ス
ク
レ
玉
フ
ホ
ド
ニ
（
一
一
一
ｍ
ゥ
）

鶚
’

○
僧
ハ
其
方
（
ソ
ナ
タ
）
ノ
娘
デ
ア
リ
タ
ョ
（
五
ｕ
ォ
）

↓
，
’

○
否
妾
ガ
親
ハ
卿
等
（
ソ
ナ
タ
、
ン
１
）
デ
ハ
ナ
ヒ
（
四
７
ゥ
）

○
是
し
決
シ
テ
足
下
（
ソ
ナ
タ
）
ノ
自
作
ト
聞
へ
夕
（
五
７
ォ
）

ハ
タ
ラ

○
家
翁
（
ソ
ナ
タ
）
モ
段
々
働
ヒ
テ
年
モ
ョ
ー
フ
レ
タ
事
ヂ
ヤ
（
五
羽
ォ
）

バ
ン
－

フ

○
晩
ニ
ハ
女
（
ソ
チ
）
ト
ー
一
タ
リ
ッ
レ
テ
（
五
昭
ゥ
）

○
洞
引
か
働
キ
ヲ
識
ミ
ン
ト
テ
（
五
羽
ゥ
）

○
汝
等
（
ナ
ン
タ
チ
）
シ
ラ
ス
ヤ
（
六
妬
ゥ
）

ア
ナ
夕

こ
こ
で
前
に
述
べ
た
「
彼
尊
」
の
類
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

セ
ッ
キ
ア
ナ
タ

○
祖
師
聖
人
ヲ
催
促
タ
テ
、
彼
尊
二
御
髪
ヲ
剃
セ
マ
シ
タ
（
一
弱
ォ
）

○
ア
ナ
タ
ノ
御
身
二
取
テ
ハ
成
り
カ
タ
ヒ
デ
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
（
｜
蛆
ォ
）

ア
ナ
タ

ケ
ン
ソ
カ
ン
ナ
ン

メ

○
彼
尊
カ
タ
ハ
聖
道
自
カ
ノ
嶮
岨
顛
難
イ
ロ
ノ
ー
、
術
ナ
ヒ
目
ヲ
ナ
サ
レ
テ
仏

ニ
ハ
ナ
リ
ニ
ク
ヒ
ト
云
事
ヲ
ヨ
ウ
御
存
シ
ノ
上
ヂ
ヤ
（
二
９
ゥ
）

ア
ナ
タ

○
彼
方
御
一
人
か
聖
道
門
ノ
ム
ッ
カ
シ
ヒ
事
ヲ
勤
テ
御
ミ
セ
ナ
サ
レ
タ
（
｜
’

９
ユ

ア
ナ
タ

ト
ゲ
ア
マ
ヒ
カ
ラ
ヒ

○
彼
尊
御
一
人
が
叡
山
ノ
奉
醍
ノ
中
チ
廿
年
ノ
御
苦
労
ヲ
遂
サ
セ
ー
フ
レ
甘
辛

ナ
メ

ヲ
誉
テ
ミ
テ
（
一
一
、
ォ
）

ア
ナ
タ

タ
配
ヒ
ト

○
彼
尊
ハ
弥
陀
ノ
御
化
身
凡
人
ナ
ー
フ
ヌ
御
身
ノ
上
ナ
レ
ハ
（
一
一
巧
ゥ
）

ア
ナ
タ
オ
ア
ト
メ

・
グ
ッ
ス
リ
彼
尊
ノ
家
督
ニ
ナ
ル
（
四
９
ォ
）

○
漉
乃
ノ
御
職
ヅ
モ
リ
ニ
ア
ル
事
（
六
加
オ
）

ア
ナ
タ

○
彼
方
ノ
御
勧
化
ニ
ア
ヅ
カ
リ
テ
（
六
釦
ォ
）

ア
ナ
ダ

○
彼
方
一
一
幾
千
万
ノ
御
心
労
ヲ
カ
ケ
マ
シ
タ
事
ゾ
（
九
〃
ォ
）

ア
ナ
ダ

○
一
念
彼
方
ヲ
頼
ミ
マ
シ
タ
処
か
（
十
９
ォ
）

ア
ナ
タ

ミ
チ

○
彼
方
ノ
御
在
世
ヨ
リ
モ
後
バ
リ
ニ
御
門
下
一
天
四
海
ニ
充
テ
（
十
一
二
Ⅲ
ォ
）

三
人
称

○
那
的
（
ア
ヒ
ハ
〈
以
下
一
丁
分
欠
〉
（
－
，
ゥ
）

○
那
（
カ
レ
）
ハ
身
ノ
上
へ
孔
一
一
一
％
跡
デ
モ
ラ
フ
テ
（
一
一
一
銘
ウ
）

ヲ
シ
ヲ
キ
カ
ナ

・
別
（
ア
レ
）
ハ
搬
開
繭
コ
ト
何
ニ
ト
モ
ス
マ
ヌ
御
仕
置
哉
ト
（
八
皿
ォ
）

○
イ
カ
サ
マ
那
的
（
ア
ノ
ヒ
ト
）
一
一
無
心
イ
ハ
フ
ト
思
へ
ハ
（
十
一
一
一
閲
ォ
）

第
三
例
は
人
で
は
な
く
事
柄
を
指
す
意
か
も
知
れ
な
い
。
「
那
」
は
中
国
で

の
用
法
は
「
か
の
．
あ
の
」
と
い
う
指
事
語
で
あ
り
、
「
的
」
は
人
を
表
わ
す

助
辞
で
あ
る
。

不
定
称

○
誰
（
タ
レ
）
力
行
不
退
ノ
座
へ
ツ
カ
フ
ト
イ
ヒ
テ
ハ
ア
ル
マ
イ
宝
朋
ォ
）

Ｉ
夕

○
誰
力
’
一
一
一
一
ロ
ノ
出
シ
テ
ガ
ナ
ヒ
（
五
兜
ォ
）

○
誰
（
タ
レ
）
シ
モ
思
ハ
フ
ケ
レ
ト
モ
（
六
邪
ォ
）

一

■■■■■■■■■■■■■

七
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◇
用
言
及
び
敬
語
表
現

活
用
形
の
う
ち
終
止
連
体
形
、
即
ち
連
体
形
が
終
止
形
の
用
法
を
兼
ね
る

傾
向
は
、
次
の
通
り
顕
著
で
あ
る
。

○
無
上
浬
藥
ノ
妙
果
ヲ
得
セ
シ
メ
下
サ
ル
、
（
’
１
ゥ
）

○
末
ニ
ナ
ル
ホ
ト
御
繁
昌
ナ
サ
ル
、
（
一
別
ゥ
）

○
先
シ
以
テ
法
容
萬
福
珍
重
一
一
存
ズ
ル
（
一
一
５
ゥ
）

◇
接
続
詞
は
異
な
る
語
形
を
掲
げ
る
に
と
ど
め
る
。

；
…
“
糯
Ｉ
…
鰺

○
深
藪
ノ
奥
二
酒
家
ガ
ア
テ
而
モ
酒
家
ガ
梁
ノ
辺
ニ
ア
ル
（
－
６
ォ
）

Ｉ
…
命
’

○
サ
テ
ハ
竹
モ
画
フ
シ
橋
モ
画
フ
か
（
－
６
ォ
）

■
８

○
シ
カ
シ
ナ
ガ
ー
フ
癖
ヂ
ヤ
ホ
ド
ニ
ョ
イ
ハ
ト
云
テ
（
｜
羽
ゥ
）

○
ソ
レ
カ
ラ
思
ヒ
ノ
ー
ー
ー
戒
壇
二
登
テ
（
｜
稲
ゥ
）

○
麦
（
コ
コ
ニ
）
空
海
祈
請
シ
テ
念
ス
ラ
ク
（
｜
鮒
ゥ
）

ハ
タ
ク
シ

○
妾
ハ
是
ヨ
リ
帰
マ
セ
フ
カ
シ
カ
シ
登
山
イ
タ
シ
タ
ー
フ
バ
（
一
妬
ゥ
）

○
歓
喜
ノ
涙
袖
ニ
ア
マ
リ
然
ラ
ハ
明
日
参
詣
仕
ル
デ
御
座
ラ
フ
（
二
６
ォ
）

○
賞
一
一
冥
加
ナ
ヒ
事
ヂ
ヤ
ソ
レ
テ
法
然
上
人
ハ
（
’
’
９
ォ
）

糯
繪
…
へ
’

七
ツ
カ
ラ

○
痩
衰
一
丁
骨
ヲ
折
り
加
之
（
ソ
レ
ハ
ヵ
リ
ヵ
）
馬
ノ
背
ヲ
疲
シ
（
一
一
Ⅲ
ゥ
）

○
御
演
説
ナ
サ
レ
タ
ス
レ
ハ
如
来
ヲ
頼
テ
モ
（
二
皿
ォ
）

○
一
念
テ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
蜘
川
Ⅱ
Ⅱ
１
列
‐
。
当
流
ノ
御
勧
化
（
一
一
皿
ォ
）

ｏ
議
ジ
覚
二
夕
人
カ
ア
ラ
ハ
其
人
ヲ
我
ヵ
夫
ト
ー
ー
セ
フ
ト
云
ソ
コ
デ
青
年
者

ｌ
‐
瓠

ヲ
ホ
エ
ウ

ド
モ
ガ
ド
ウ
ゾ
シ
テ
語
調
ゾ
ト
（
一
二
Ⅲ
ォ
）

３
．
ｌ

〆
ハ
ナ

○
怖
シ
フ
ナ
ル
サ
テ
能
ク
見
ル
ホ
ド
目
鼻
モ
ア
リ
（
四
Ｍ
ゥ
）

○
牝
至
極
一
一
存
慨
恥
叶
川
Ⅱ
ｎ
Ｍ
ラ
モ
ソ
ッ
ト
御
思
按
か
足
ヌ
ヵ
（
五
７
ゥ
）

ア
サ
ヒ

○
誰
シ
モ
思
ハ
レ
フ
ヶ
レ
ト
モ
夫
ハ
凡
夫
ノ
膚
浅
料
簡
（
六
肥
ォ
）

ミ
１
号

○
上
人
ノ
御
酬
ニ
サ
レ
パ
ト
ョ
舟
ニ
ノ
リ
風
波
ハ
ョ
シ
（
八
羽
ォ
）

○
聖
人
ノ
御
返
答
ニ
サ
レ
バ
ト
ョ
我
今
関
東
ヲ
ス
テ
、
（
十
二
Ⅱ
ォ
）

ヨ
ヒ
ダ

○
於
是
（
ソ
コ
テ
）
権
現
一
一
一
国
ノ
セ
高
僧
ヲ
呼
出
シ
（
十
一
二
胡
ゥ
）

キ
出
テ
ム
ネ

○
聴
者
ノ
旨
ハ
サ
マ
ノ
ｌ
、
、
ニ
ワ
カ
ル
、
（
一
一
別
ゥ
）

ヨ
ソ

・
余
所
ノ
宗
旨
ノ
人
サ
ヘ
モ
ヨ
（
マ
フ
サ
）
‐
川
‐
‐
Ⅷ
‐
（
一
一
一
列
ゥ
）

・
カ
ウ
コ
ザ
・

〈
叩
令
形
に
は
、
「
旅
サ
セ
イ
」
「
入
レ
ョ
」
「
聞
サ
レ
ョ
」
「
斯
来
レ
」
「
タ
シ

ナ
マ
レ
ョ
」
「
マ
ケ
ヤ
」
「
取
リ
ナ
サ
レ
ョ
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
禁
止
に
は
、

・
ワ
ス
レ
●
●

「
シ
ー
フ
ス
ナ
」
「
遣
ナ
」
「
ス
ナ
」
の
形
が
多
い
。

つ
ぎ
に
二
段
動
詞
の
一
段
化
の
傾
向
は
十
分
に
見
ら
れ
る
。

春
ヲ
迎
フ
ル
ホ
ド
イ
ト
蚕
白
フ
ナ
ル
（
一
別
ゥ
）

信
ス
レ
ハ
迎
エ
ル
ゾ
ト
待
受
下
サ
ル
、
（
四
銘
乙

弟
子
ヲ
豹
ゴ
ー
川
‐
ニ
ハ
イ
ロ
ノ
く
、
１
ア
リ
サ
ウ
ナ
事
ヂ
ヤ
ガ
（
一
一
別
ォ
）

猟
ハ
鳥
力
劃
ゴ
ー
川
ト
云
諺
ト
同
シ
道
理
ジ
ヤ
（
一
一
一
咀
ウ
）

左
ホ
ド
我
一
一
別
ル
、
事
ヲ
悲
ム
カ
（
十
３
ゥ
）
ｌ

已
今
・
当
ノ
一
一
一
世
ノ
性
生
早
上
晩
ヒ
ガ
ワ
カ
レ
ル
（
九
稲
ゥ
）

右
の
も
の
は
、
同
じ
語
が
二
段
一
段
の
両
活
用
を
採
る
例
で
あ
る
。
他
に

〈
二
段
活
用
を
す
る
も
の
〉

年
，
ユ

下
サ
ル
、
・
キ
コ
ユ
ル
・
ナ
サ
ル
、
・
消
し
肝
ト
ー
モ
・
間
ユ
レ
ド
モ
・
用
ユ

ル
・
助
ク
ル
・
称
フ
ル
・
カ
ロ
シ
ム
ル
・
卜
、
ナ
フ
ル
な
ど
。

〈
一
段
活
用
を
す
る
も
の
〉

ノ
ミ
コ
ミ

ニ
ケ
ル

コ
コ
ロ
ミ
『

会
得
し
刀
ネ
ル
・
北
ト
キ
ハ
・
サ
シ
カ
ケ
ル
・
ワ
ス
レ
ル
・
試
ル
ー
ー
ハ
・
行

キ
ヨ
メ
ソ
タ
カ
ケ

キ
カ
ネ
ル
・
フ
リ
ス
テ
ル
・
清
ル
・
育
テ
ル
・
欠
ル
・
ス
、
メ
ル
・
見
エ
ル
・

ソ
ム
ケ

オ
チ
ル
・
ツ
カ
ヘ
ル
・
背
夕
・
ス
テ
ル
な
ど
。

サ
変
動
詞
に
は
、
単
独
、
漢
語
に
つ
く
、
和
語
に
つ
く
種
別
が
あ
る
。

メ
シ
ワ
ン
ク
フ
．
ハ
ナ
シ

○
蟻
ノ
心
デ
ハ
食
椀
デ
喰
人
間
ノ
話
「
フ
シ
タ
ー
フ
ハ
合
点
ハ
セ
マ
ヒ
（
’
－
－
８
ォ
）

○
彼
老
女
色
チ
ガ
ヘ
ヲ
シ
ド
レ
ト
云
テ
』
】
‐
一
巻
ノ
裾
ヲ
取
テ
（
二
妬
オ
）

シ
リ
コ
ミ
０
１
１
－

○
ヨ
イ
ト
云
テ
自
慢
ヲ
ス
ナ
ワ
ル
イ
ト
云
テ
辞
退
「
フ
ス
ナ
（
四
別
ゥ
）

～
二
：
ｌ
；

○
順
志
ノ
順
タ
リ
僧
タ
リ
ス
ル
ヲ
腹
ガ
立
ツ
ト
云
（
十
９
ォ
）

○
凡
夫
触
漉
『
｜
‐
刀
Ｍ
‐
ハ
ナ
ル
事
勤
メ
タ
ラ
ハ
出
来
サ
ウ
ナ
モ
ノ
ヂ
ヤ
（
一
一
一
皿

ウ
）

一

一

八
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可
能
表
現
で
は
、
下
一
段
活
用
の
可
能
動
詞
が
多
く
見
ら
れ
る
。
外
に
は

「
得
」
と
「
出
来
ル
」
が
目
に
付
く
。

○
弥
陀
ノ
御
化
身
ト
云
事
力
知
レ
タ
ー
（
一
旧
ゥ
）

…
霧
’

○
御
開
山
ノ
功
勲
ハ
シ
レ
タ
（
一
二
釦
ォ
）
「
知
レ
ル
」
は
例
が
多
い
。

ミ
セ

…
薇
’

○
店
ニ
ョ
リ
ッ
ク
者
ニ
ハ
猶
対
ニ
ナ
レ
ル
（
七
、
ォ
）

○
法
然
上
人
へ
弓
ノ
引
レ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
成
ツ
テ
（
八
、
ゥ
）

ヲ
テ

ー
ー
１
１

○
御
手
ノ
ウ
チ
ニ
ハ
タ
、
ミ
ガ
八
畳
、
ン
ケ
ル
ゲ
ナ
ナ
ト
、
（
十
、
ォ
）

○
始
メ
ニ
ッ
ハ
守
リ
タ
レ
ト
モ
後
ノ
｜
ツ
ガ
成
（
イ
ヶ
）
ナ
ン
ダ
ユ
ヘ
（
十
一
一
㈹
ゥ
）

ヱ
ー
フ

○
国
虚
ヲ
樺
ハ
ス
ド
コ
デ
モ
ッ
カ
ヘ
ル
ト
云
事
（
十
一
二
６
ゥ
）

○
畷
モ
ノ
追
灘
モ
ノ
モ
灘
ル
（
十
一
一
一
６
ウ
）

カ
ケ

○
喜
フ
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
エ
タ
ハ
・
…
：
御
蔭
ニ
テ
マ
シ
マ
ス
（
一
一
肥
ォ
）

○
佛
ニ
ナ
シ
ヱ
テ
下
サ
ル
、
ガ
（
四
Ⅲ
ゥ
）

タ
ヤ
ス
フ
Ｉ

・
ナ
カ
ノ
ー
容
易
通
り
ヱ
ラ
レ
ヌ
ホ
ド
ノ
険
阻
（
十
一
一
、
ォ
）

ホ
ロ
ホ

・
敵
国
ヲ
亡
ス
ホ
ト
ノ
手
柄
力
壯
鶏
夕
（
一
別
ォ
）

○
久
シ
フ
フ
リ
デ
ノ
対
面
力
出
来
ル
テ
ア
ラ
フ
（
｜
胡
ゥ
）

ｏ
盤
蕊
か
灘
魯
ナ
ニ
叶
一
了
匝
邊
費
で
型
湘
ス
（
五
４
ゥ
）

補
助
動
詞
で
は
、
置
ク
・
呉
レ
ル
・
了
フ
・
ヤ
ル
が
見
ら
れ
る
。

○
煮
議
勤
ナ
事
ハ
里
グ
陶
引
圏
テ
今
近
上
譽
デ
申
サ
フ
（
七
９
ウ
）

…
’

一
ナ
ケ
フ

○
設
ア
ル
ニ
モ
セ
ョ
若
シ
ア
ラ
ハ
大
勢
ノ
人
損
シ
か
出
来
ト
（
一
二
皿
ゥ
）

漢
語
に
合
体
し
た
サ
変
動
詞
・
和
語
に
付
い
た
サ
変
動
詞
は
、
次
の
如
く

で
あ
る
。

シ
リ
ゴ
ミ

卑
下
ス
ル
・
辞
退
ス
・
報
ス
ル
・
存
ズ
ル
・
案
シ
ナ
・
合
点
セ
マ
ヒ
・
念

ハ
ツ

メ
イ

ゼ
ョ
・
信
ス
レ
ハ
・
発
ス
ル
ナ
・
信
ス
ル
一
一
・
判
ジ
ル
・
滅
亡
シ
・
銘
ズ

ミ
ン
モ
ツ

ル
・
安
堵
ス
ル
・
現
在
シ
テ
・
恨
没
シ
テ
・
翻
訳
シ
テ
・
應
同
シ
テ
・
署

シ
テ
・
至
極
シ
な
ど
。

色
チ
ガ
ヘ
シ
テ
・
褥
徹
ス
ナ
・
焔
艸
ト
ヒ
ス
・
手
ホ
メ
ス
ル
な
ど
。

○
ナ
ル
ホ
ド
其
ハ
ョ
ウ
云
テ
ク
レ
タ
サ
リ
ナ
ガ
ラ
（
五
皿
ォ
）

；
‐
’

○
日
ゴ
ロ
ノ
修
行
ハ
崩
レ
テ
シ
マ
フ
（
五
妬
ォ
）

○
見
ア
ヒ
ガ
ウ
ニ
殺
シ
引
州
均
潮
「
ト
モ
（
十
一
一
四
ォ
）

夕
Ｌ

○
頼
ム
者
ヲ
舐
今
佛
一
一
ナ
シ
テ
ヤ
ル
ゾ
ト
（
九
四
ゥ
）

つ
い
で
敬
語
表
現
を
見
る
と
、
「
御
…
…
ナ
サ
ル
」
「
ナ
サ
ル
」
が
最
弘
思
夕

い
。
各
一
例
を
挙
げ
る
に
止
め
る
。

○
證
擴
ノ
為
二
遺
置
ソ
ト
御
意
ナ
サ
レ
タ
ト
ア
ル
（
｜
Ⅲ
ォ
）

１
－
－
－
ト
ン
ナ

○
一
一
一
返
ヅ
、
唱
へ
テ
禮
拝
ナ
サ
レ
遂
ク
出
来
ア
ガ
ラ
セ
ラ
レ
タ
（
四
、
ゥ
）

こ
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
目
に
つ
く
。

○
拙
者
力
所
存
ノ
程
ヲ
御
推
量
ア
レ
ョ
宝
８
ォ
）

・
御
繁
昌
ナ
サ
ル
ベ
キ
事
ヲ
獄
テ
ョ
リ
制
幽
仔
ジ
シ
ラ
川
（
六
皿
ォ
）

○
何
ト
ゾ
一
句
ノ
法
門
ヲ
仰
セ
ラ
レ
下
サ
レ
ナ
ハ
（
八
Ⅲ
ォ
）

Ｉ
影
ｌ
ｌ
ｌ

○
法
然
上
人
ヲ
御
慕
ヒ
ア
ラ
セ
ー
フ
レ
テ
ノ
御
詠
ト
聞
エ
タ
（
九
６
ゥ
）

○
我
レ
ー
ト
鮴
ア
ッ
マ
リ
テ
御
対
面
申
サ
レ
タ
（
十
一
一
Ⅲ
ウ
）

１
１
：

○
御
勘
気
御
晃
（
コ
メ
ン
）
ナ
シ
下
サ
レ
タ
キ
由
（
十
一
二
胡
ォ
）

○
指
当
り
一
丁
上
人
ハ
イ
カ
守
遊
バ
サ
レ
テ
御
座
ナ
サ
ル
、
事
ゾ
（
八
肥
ゥ
）

他
に
「
賎
ル
」
「
思
シ
食
ス
」
「
遊
バ
ス
」
「
オ
ホ
セ
ラ
ル
」
「
マ
シ
マ
ス
」
な

ど
の
本
来
敬
意
を
有
す
る
動
詞
、
「
下
サ
ル
」
「
イ
タ
ス
」
「
申
ス
」
「
奉
ル
」

な
ど
補
助
動
詞
、
「
侍
」
「
候
」
の
丁
寧
語
、
お
よ
び
助
動
詞
の
「
る
・
ら
る
・

れ
る
・
ら
れ
る
」
「
す
・
さ
す
」
「
せ
る
・
さ
せ
る
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
な
お
、
次
の
「
ヤ
ル
」
も
弱
い
敬
意
を
表
わ
す
と
見
ら
れ
る
。

＃
’

○
是
レ
ヲ
絵
一
一
画
テ
ミ
ヤ
レ
ト
云
夕
（
－
６
ォ
）

○
七
人
ノ
衆
此
レ
出
ヤ
レ
（
十
三
路
ゥ
）

形
容
詞
と
形
容
動
詞
に
つ
い
て
特
色
を
記
す
。

○
コ
レ
ガ
取
り
分
ア
リ
ガ
タ
ヒ
ニ
別
ゥ
）

○
春
ヲ
迎
フ
ル
ホ
ド
イ
ト
守
白
フ
ナ
ル
（
｜
妬
ゥ
）

彌
卜
：
ｌ

ソ
タ
ツ

○
親
ノ
懐
二
在
テ
痛
痒
（
イ
タ
ィ
ヵ
ュ
ィ
）
ヲ
シ
ー
フ
ス
ニ
育
モ
ノ
ハ
（
一
一
９
ォ
）

一

一

九
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◇
助
動
詞
文
語
助
動
詞
と
口
語
助
動
詞
が
混
在
す
る
。
各
語
用
例
は
一
二

に
と
ど
め
る
。
（
各
語
の
次
の
「
多
」
は
「
多
数
」
、
「
少
」
は
少
数
、
数
字
は
限
ら
れ
た

用
例
数
を
示
す
）

○
ス
多
思
ヒ
ッ
カ
セ
ラ
レ
タ
ア
ラ
セ
ラ
レ
タ

○
サ
ス
多
楡
ヘ
制
刈
引
ラ
レ
タ
出
カ
ケ
サ
ス
ル
テ
有
フ
か

○
シ
ム
３
妙
果
ヲ
得
セ
シ
メ
下
サ
ル
、
弘
誓
ヲ
ス
、
メ
シ
ム

○
ヌ
６
閉
テ
ヤ
ミ
ニ
ヶ
リ
滅
亡
シ
ナ
ン
ト
ス
タ
ン
ヌ
ベ
シ

○
タ
リ
多
思
レ
タ
ラ
ハ
形
一
一
止
リ
タ
レ
ハ

○
リ
１
今
ト
符
合
セ
リ
ト

○
一
処
二
御
座
ナ
サ
ル
、
ハ
モ
ノ
ウ
ル
サ
ク
御
退
屈
一
一
思
召
ス
（
十
一
一
妬
ォ
）

Ｉ
１
，

○
在
虚
ハ
近
シ
ト
急
ト
コ
ロ
ー
ー
（
一
一
一
町
ォ
）

薊
篶
Ｉ

○
市
中
チ
カ
キ
此
ノ
処
ニ
ト
申
玉
へ
ハ
（
四
ｕ
ゥ
）

ソ
ナ
タ

・
サ
ラ
ノ
ー
足
下
ヲ
議
奏
イ
タ
ス
テ
ハ
ナ
カ
リ
タ
（
五
８
ォ
）

后
「

○
一
文
ニ
マ
ヶ
ヤ
ト
讐
直
ハ
僧
（
ニ
ク
）
ケ
レ
ド
モ
（
七
Ⅳ
ォ
）

右
の
よ
う
に
、
活
用
形
に
両
形
が
見
ら
れ
る
が
、
口
語
活
用
形
の
方
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
も
の
に
次
の
二
例
が
あ
る
。

・
或
ハ
苔
シ
ミ
或
ハ
菊
刻
刻
イ
ロ
ノ
ー
ノ
事
ニ
ア
ヘ
ト
モ
（
十
一
一
兜
ウ
）

○
門
弟
衆
ノ
事
問
上
来
ル
モ
司
州
刈
利
Ⅶ
Ⅷ
ト
テ
（
十
一
一
一
町
ォ
）

さ
き
の
例
は
「
楽
シ
ミ
」
の
誤
刻
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
、

こ
の
時
期
の
用
法
と
し
て
は
珍
ら
し
い
。

形
容
動
詞
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
例
が
み
ら
れ
る
。

タ
カ
フ

○
晴
ナ
座
敷
テ
此
間
ハ
米
力
翔
貴
テ
ナ
ン
ド
ー
玄
ハ
（
｜
略
ゥ
）

ヤ
リ

○
鑓
ヲ
取
ハ
地
ニ
オ
ト
ス
甚
タ
刑
弓
側
刮
列
引
刊
川
１
打
処
ヲ
（
｜
別
ォ
）

芝
’

○
世
間
並
ノ
私
ハ
愚
カ
ニ
ゴ
ザ
ル
（
四
辺
ゥ
）

○
是
ハ
珍
（
チ
ン
）
ナ
事
ヂ
ヤ
ト
云
一
丁
家
内
ハ
悦
フ
（
七
４
ゥ
）

’

○
斯
シ
ダ
手
バ
ヤ
ナ
御
利
益
カ
マ
シ
マ
ス
ュ
ヘ
（
七
妬
ゥ
）

ハ
ナ
タ
ー
ｒ
Ｉ

○
キ
・
・
放
シ
か
京
へ
上
り
、
ン
後
ハ

ホ
メ

○
ケ
リ
４
賛
マ
ハ
者
コ
ソ
ナ
カ
リ
ケ
リ
教
へ
玉
フ
ト
見
へ
ケ
ル
ガ

○
ン
多
信
ゼ
ン
人
ハ
マ
イ
リ
タ
ク
候
ハ
ン
ー
ー
ハ

○
ウ
ズ
２
対
面
ナ
サ
レ
ウ
ズ
ト
聴
聞
シ
タ
デ
モ
有
フ
ズ
レ
ト
モ

ヤ
ラ
Ｉ
ト
ラ
－

○
ジ
２
オ
ノ
レ
遺
ジ
ト
取
レ
ジ
ト
用
心
シ
テ

○
マ
シ
１
ア
ヤ
シ
ク
候
ヒ
ナ
マ
シ

○
マ
ジ
２
左
称
ノ
キ
ビ
シ
ヒ
事
ハ
ア
ル
マ
ジ
ヒ
ヤ
ウ
ニ
思
へ
ト
モ

参
ル
マ
ジ
上
我
等
か
浄
土
へ
参
ル

○
ラ
ン
１
夕
、
サ
キ
ノ
羽
ヤ
白
フ
ナ
ル
引
引
『

○
ヤ
ラ
ン
１
煩
悩
ノ
ナ
キ
ヤ
ラ
ン
ト

○
ラ
ク
１
祈
祷
シ
テ
念
ス
ラ
ク

ハ
鯨
１
１
’

○
ナ
Ⅱ
ソ
多
取
り
放
フ
ナ
ラ
ハ
證
檬
ナ
リ
大
雪
ナ
レ
ド
モ

賞
１

１
舅
シ

○
タ
ン
６
結
ハ
セ
タ
ク
思
フ
カ
ー
フ
ア
ラ
セ
ー
フ
レ
タ
キ
由

○
如
シ
多
カ
キ
ヶ
ス
如
ク
ニ
我
等
如
キ
ハ

○
ベ
シ
多
老
若
ニ
ョ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
立
チ
ノ
ク
ベ
シ

○
ベ
カ
カ
リ
４
ヤ
ハ
リ
時
二
合
セ
テ
ア
リ
ー
ベ
ー
刺
‐
Ⅱ
川
噛
ア
リ
剣
‐
刺
‐
Ⅶ

Ｉ
了
。
リ

リ
ノ
侭
垢
離
モ
ト
ラ
ス

ー
ｌ
イ
コ
；
’

○
レ
ル
多
御
制
作
ア
ラ
レ
思
ハ
レ
マ
レ
」
射
殺
レ
テ

ー
ｉ
川

○
ラ
レ
ル
多
宿
セ
ー
フ
レ
タ
素
懐
ガ
ト
ゲ
ラ
ル
。
賛
一
フ
レ
タ
一
一
一
一
口

○
夕
多
成
テ
在
シ
ダ
見
コ
ム
ダ
ト
覚
エ
マ
シ
タ
ガ
沈
夕
時

コ
マ
ラ
サ
－

○
ウ
多
困
フ
ト
佛
ニ
ナ
サ
フ
ゾ
ト

○
ヨ
ウ
２
カ
ク
シ
テ
居
ヤ
ウ
ョ
リ
ハ
極
楽
テ
得
封
Ⅱ
列
ト
思
フ
テ

ー
ホ
ト
リ
－

○
ズ
多
シ
ー
フ
ヌ
人
底
モ
シ
レ
ネ
ハ
涯
モ
シ
レ
ヌ

○
イ
デ
１
イ
ハ
ヒ
デ
モ
シ
レ
夕

○
ナ
ン
ダ
多
思
ハ
判
釧
創
川
か
見
エ
サ
セ
ラ
レ
Ⅱ
「
川
引
例
Ⅱ
『
ト
モ

○
マ
イ
少
思
ハ
レ
マ
ヒ
供
か
ナ
ル
マ
ヒ
ホ
ド
ニ

Ｉ
識
…
鱸
ｌ

○
タ
イ
３
癖
付
々
／
イ
ハ
徳
色
ガ
シ
タ
フ
ナ
ル

ー
’
’

○
ヤ
ウ
ダ
多
思
ヒ
シ
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
飯
ニ
セ
フ
ト
云
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
デ

○
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◇
助
詞

格
助
詞
・
接
続
助
詞
・
副
助
詞
・
終
助
詞
・
並
立
助
詞
・
準
体
助
詞
・
係

助
詞
が
見
ら
れ
る
。

〈
格
助
詞
〉
「
か
・
ノ
・
ヲ
・
一
〒
ト
・
ヘ
」
は
用
例
を
省
く
。

デ
○
始
メ
ハ
猟
師
デ
ア
リ
タ
つ
兜
ォ
）

カ
ラ
・
海
中
カ
ラ
何
物
ゾ
見
コ
ム
ダ
ト
（
一
週
ゥ
）

マ
デ
○
最
前
ョ
鰐
デ
差
シ
上
夕
引
割
列
ハ
随
分
ロ
チ
ヲ
ア
イ
テ
（
一
一
一
週
ォ
）

〈
接
続
助
詞
〉
「
ト
モ
・
ド
モ
・
テ
・
か
．
（
・
ヲ
」
は
用
例
を
省
く
。

カ
ラ
○
済
度
シ
初
メ
ハ
ヤ
ト
思
食
ス
カ
ラ
父
母
ヲ
頼
テ
（
ｌ
ｕ
ォ
）

カ
ラ
ガ
○
タ
カ
デ
義
理
ヲ
峡
テ
制
引
列
制
際
デ
識
一
フ
ル
、
ハ
カ
リ
（
五
、
ォ
）

カ
ラ
ハ
○
自
カ
ト
名
カ
ッ
イ
タ
カ
ラ
ハ
何
レ
モ
断
悪
證
理
シ
テ
（
一
一
羽
ォ
）

二
○
ド
フ
シ
テ
除
ク
ゾ
ト
云
二
観
音
様
ノ
御
世
話
ニ
ナ
テ
（
二
釦
ォ
）

ヲ
リ
カ
ラ

ナ
ガ
ー
フ
○
時
ハ
春
ト
云
ナ
カ
ラ
イ
マ
ダ
余
寒
ノ
ハ
ゲ
シ
キ
折
柄
（
二
１
ォ
）

・
右
ノ
人
々
コ
ハ
ハ
、
判
Ⅶ
刻
刻
手
一
一
受
取
ル
ト
思
へ
（
（
｜
｜
巧
ゥ
）

シ
テ
・
身
弼
九
観
列
蝋
洲
升
人
ノ
目
下
ダ
ニ
見
ラ
レ
（
｜
Ⅲ
ウ
）

…
し
Ｉ
Ｆ
レ

シ
○
竹
モ
画
フ
シ
橋
モ
画
フ
ガ
（
－
６
ォ
）

取
リ
ジ
メ
ガ
ナ
ヒ
ヤ
ウ
ナ
レ
ト
ト
モ

ー
勝
帰
ｌ
…

○
サ
ウ
ダ
少
同
》
ン
事
デ
ア
リ
サ
ウ
ナ
モ
ノ
妖
物
ヂ
ヤ
サ
フ
ナ
ト
怖
シ

フ
ナ
ル

○
マ
ス
多
覚
エ
マ
シ
タ
カ
及
ヒ
マ
セ
フ
ゾ
心
ヲ
尽
シ
マ
ス
レ
ト
モ

ヤ
キ

○
タ
ガ
ル
１
橋
ヤ
ブ
リ
ヲ
イ
ヒ
タ
ガ
ル

＃
１
１

・
ヤ
ル
２
画
テ
ミ
ヤ
レ
此
へ
出
ヤ
レ

ウ
セ
－

○
ゲ
註
期
馬
か
亡
タ
ゲ
ニ
御
産
ル
人
一
一
一
澗
ハ
レ
タ
げ
け

○
ケ
し
３
心
地
モ
セ
フ
ケ
レ
考
コ
ソ
悪
モ
セ
フ
ケ
レ

○
ヂ
ヤ
多
助
ル
事
ヂ
ヤ
程
一
一
正
夢
ト
云
モ
ノ
ジ
ヤ

打
梢
の
「
ナ
イ
」
と
断
定
の
「
ダ
」
は
用
例
を
見
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ト
○
機
師
モ
其
レ
ヲ
ミ
ル
ト
頻
リ
ニ
心
ガ
シ
ホ
レ
（
一
羽
ゥ
）

フ
ト
コ
ロ
ゴ

ト
テ
○
何
ボ
ウ
掌
珠
チ
ヤ
ホ
ド
ニ
ト
テ
親
ノ
恩
ヲ
知
ネ
ハ
（
－
－
９
ゥ
）

ユ
ヘ
○
告
ヲ
蒙
リ
マ
シ
タ
ュ
ヘ
今
日
推
参
仕
リ
マ
シ
タ
（
一
一
７
ォ
）

Ｉ
鑿

ノ
デ
○
仰
セ
ー
フ
レ
タ
ノ
デ
信
心
か
正
ヂ
ヤ
ト
云
事
か
知
レ
タ
（
四
別
ォ
）

壜
…
Ｉ

一
一
依
テ
○
ア
マ
リ
鄙
僅
二
依
テ
八
木
か
高
直
デ
ナ
ド
、
云
（
’
四
ゥ
）

ｌ
…

程
二
・
安
堵
シ
ダ
如
ク
ヂ
ヤ
ホ
ド
ニ
其
。
／
決
定
シ
（
一
一
別
ォ
）

候
間
○
出
家
ヲ
望
ミ
偶
問
何
ト
ソ
許
シ
玉
ハ
レ
（
｜
師
ゥ
）

Ｉ

ケ
レ
ト
モ
○
誰
シ
モ
思
ハ
レ
フ
ケ
レ
ト
モ
夫
ハ
凡
夫
ノ
膚
浅
料
簡
（
六
肥

オ）〈
副
助
詞
〉
「
力
・
ゾ
・
ハ
・
モ
」
は
用
例
を
省
く
。

サ
ヘ
○
同
シ
迷
ノ
中
テ
引
引
大
キ
ヒ
小
サ
ヒ
ノ
カ
ハ
リ
カ
ア
ル
（
一
一
一
７
ォ
）

耐
Ｉ

バ
カ
リ
○
識
タ
ハ
カ
リ
テ
生
死
ノ
迷
ハ
雛
レ
ー
フ
レ
ヌ
ト
（
’
’
２
ゥ
）

タ
ケ
○
足
ノ
ッ
ざ
ク
タ
ケ
古
郷
ノ
方
へ
ト
イ
ソ
グ
処
一
一
（
十
一
一
皿
ゥ
）

ダ
ケ
○
信
心
モ
ソ
レ
ノ
く
、
ノ
智
恵
ダ
ケ
ニ
カ
ハ
ル
（
六
Ⅲ
ゥ
）

ヤ
ラ
○
何
ト
ヤ
ラ
劣
ル
ヤ
ウ
ニ
思
ハ
レ
マ
ス
ル
（
六
ｍ
ォ
）

二
”
ｌ

バ
シ
○
悪
上
事
ト
バ
シ
思
ハ
ネ
ト
モ
（
一
ハ
Ⅲ
ォ
）

：
ｌ

シ
モ
○
誰
シ
モ
思
ハ
レ
フ
ケ
レ
ト
モ
（
一
ハ
肥
ォ
）

デ
モ
○
御
安
心
二
秘
事
口
訳
デ
モ
ア
ル
事
力
（
四
Ⅳ
ォ
）

シ
テ
○
我
身
ノ
志
ヲ
得
ヌ
カ
ラ
シ
テ
人
ヲ
カ
コ
チ
（
一
一
２
ォ
）

〈
終
助
詞
〉
・
藤
ｌ

カ
シ
○
親
ノ
後
「
フ
シ
、
ケ
カ
シ
ト
（
五
４
ゥ
）

昂
壽
！
ｌ

ガ
ナ
○
士
口
事
ノ
端
デ
ガ
ナ
御
座
一
フ
フ
ト
（
七
４
ゥ
）

ナ
○
御
影
チ
ヤ
ト
ハ
思
フ
ナ
ご
旧
ォ
）

バ
ヤ
○
初
メ
卸
。
Ⅱ
ト
思
食
ス
カ
ラ
（
｜
ｕ
ォ
）

モ
ノ
○
御
宗
旨
御
取
立
卜
云
モ
ノ
然
し
ハ
（
七
１
ゥ
）

モ
ノ
カ
○
西
国
マ
デ
モ
行
フ
モ
ノ
カ
（
三
判
ォ
）

モ
ノ
ヲ
○
華
ヲ
ヤ
ラ
フ
モ
ノ
ヲ
ト
思
レ
タ
ラ
ハ
（
｜
ｕ
ォ
）

￣

-

－

－
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ヤ
○
助
ケ
タ
ヤ
ト
思
召
ス
御
慈
悲
ノ
御
勧
化
（
五
４
ユ

ョ
○
蝉
ハ
鄭
方
ノ
娘
デ
ア
リ
タ
ョ
然
ラ
ハ
先
シ
墓
所
へ
（
三
、
オ
）

ハ
○
ア
ト
モ
ド
リ
ヲ
セ
ヌ
パ
カ
リ
ノ
事
ヂ
ヤ
ト
見
ラ
レ
タ
ハ
（
一
一
別
ォ
）

ゾ
○
何
ノ
御
礼
一
一
及
ヒ
マ
セ
フ
ゾ
ニ
別
ゥ
）

〈
並
立
助
詞
〉

○
助
ラ
フ
カ
助
カ
ル
マ
イ
カ
ト
（
二
羽
ゥ
）

ノ
ド
－
１
夕
へ

○
咽
ノ
カ
ハ
ク
ト
腹
ノ
ヒ
ダ
ル
ヒ
ト
ニ
堪
カ
ネ
タ
レ
ハ
（
五
ｕ
ゥ
）

シ
ｉ
↓
ス
ー

・
爪
シ
摩
ツ
イ
ロ
ノ
ー
ノ
善
巧
方
便
デ
（
十
一
一
砠
ゥ
）

Ｉ
ｌ
ワ
ケ

ハ
コ
フ

○
善
ノ
悪
ノ
ト
分
ノ
ア
ル
ハ
自
力
ヲ
運
聖
道
門
（
一
二
虹
ォ
）

セ
マ
ワ
ー

○
狭
モ
ナ
リ
又
広
大
ニ
モ
ナ
ル
（
｜
別
ォ
）

イ
カ
Ⅱ
’
し
ク
ｒ
‐
’

○
順
タ
リ
僧
タ
リ
ス
ル
ヲ
（
十
９
ォ
）

：
１
１
籠
司

○
浴
室
ニ
デ
モ
入
り
行
水
デ
モ
シ
テ
身
ヲ
漬
ル
（
四
Ｍ
ォ
）

Ｉ
’

○
壁
ノ
中
へ
塗
コ
メ
ナ
リ
ト
モ
又
ハ
地
一
一
埋
ミ
ナ
リ
ト
モ
ナ
サ
レ
テ
（
五
２

ウ
）・
念
佛
申
ス
事
か
剛
ピ
制
引
数
珠
モ
ッ
事
ガ
人
ト
目
ワ
ル
イ
ャ
ラ
（
－
犯
ウ
）

〈
準
体
助
詞
〉

ミ
ジ
カ
－

○
短
イ
ノ
ハ
五
年
（
四
Ⅲ
ゥ
）
○
出
家
シ
タ
ノ
ヲ
禿
人
ト
云
一
ア
（
四
Ⅲ
ゥ
）

○
其
か
即
チ
私
ノ
ア
ル
ノ
ヂ
ヤ
（
十
三
９
ォ
）

〈
係
助
詞
〉

○
御
イ
ソ
キ
ナ
サ
レ
タ
コ
ソ
道
理
ナ
レ
ご
羽
ォ
）

聯
’

○
賛
ヌ
者
コ
ソ
ナ
カ
リ
ケ
リ
（
｜
蛇
ゥ
）

ク
ン

薑
’

○
如
来
ノ
大
悲
か
｜
度
々
々
二
蘆
ジ
ッ
カ
セ
ー
フ
ル
、
二
由
テ
ト
コ
ソ
ノ
程
デ

ハ
ア
リ
ガ
タ
ヒ
心
ニ
ナ
ル
（
七
Ⅳ
ゥ
）

助
詞
の
中
で
、
江
戸
語
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
上
接
語
と
の
間
に
起
る
音

融
合
の
現
象
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
打
梢
助
動
詞
「
ナ
イ
」
や
断
定
の
助
動

詞
「
ダ
」
の
使
用
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
併
せ
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
全
体

と
し
て
強
い
保
守
的
な
上
方
系
の
一
一
一
一
口
語
で
あ
る
と
言
い
え
よ
う
か
。

本
書
は
漢
字
カ
タ
仮
名
交
り
文
で
あ
る
。
和
語
は
仮
名
書
き
、
漢
語
・
仏

語
は
漢
字
表
語
が
も
っ
と
も
一
般
的
で
あ
る
。
漢
字
表
記
の
中
、
約
三
割
程

度
の
も
の
に
振
仮
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
振
仮
名
に
は
そ
の
漢
語
の
音
や

訓
と
普
通
に
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
中
に
は
、

右
寿
に
音
、
左
奎
に
訓
と
両
側
に
付
い
て
い
る
も
の
も
若
干
見
ら
れ
る
。
まオ
ウ

た
「
訓
」
と
い
う
範
囲
に
入
れ
て
よ
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
官

ク
ハ
ン
カ
ケ
ヲ
チ

道
・
邇
逸
な
ど
の
よ
う
に
所
謂
「
白
話
小
説
翻
訳
書
」
の
中
に
よ
く
見
ら
れ

る
性
質
の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
の
表
記
を
見
る
と
、
高
座
か
ら
の
説

教
・
談
義
の
実
態
か
ら
離
れ
、
眼
で
見
る
際
の
興
味
・
教
養
を
重
点
に
置
い

た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
ず
、
談
義
本
の
内
容
が
、
「
語
ら
れ
た
」
一
一
一
一
口
語
の
実

態
を
示
し
て
い
る
と
は
単
純
に
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
紙
数
に
余
裕
が
な
い
の
で
目
ぼ
し
い
も
の
を
掲
げ
る
。

⑦
苅
而
酢
（
五
皿
ウ
）
対
機
（
｜
妬
７
六
ｕ
ウ
・
七
別
ウ
）
対
祝
（
四
、
オ
）
實

ア
イ
テ

オ
ア
イ
テ

ア
キ

ナ
ヒ

ア
キ
ナ
ヒ
ミ
セ

買
ゴ
ト
（
五
４
ウ
）
商
店
（
七
巧
オ
）
悪
性
モ
ノ
（
十
一
一
一
肥
オ
）
螂
鼎
（
一
二
皿
ウ
）

ア
サ
ヒ

浅
膚
料
簡
（
六
肥
ォ
）
麓
ガ
ラ
（
四
８
ウ
・
七
皿
ウ
）
ア
チ
ー
フ
コ
チ
ラ
（
一
一
別
オ
）

ア
ハ
ウ

ア
ハ
ウ

後
バ
リ
一
一
（
十
一
一
一
団
ォ
）
穴
賢
々
々
（
十
一
一
一
Ｗ
ゥ
）
不
肖
（
七
四
ゥ
）
白
痴
ナ
（
九

ア
ラ
ヒ
モ
ノ
ヤ

Ⅲ
ゥ
）
洗
物
屋
（
一
一
四
ゥ
）
ア
リ
ア
ガ
ル
（
九
通
ゥ
）
ア
リ
ソ
ウ
ナ
（
一
別
ゥ
）

ア
リ
ヒ
コ
ト

ヤ
ウ

嬉
戯
（
＋
咄
ォ
）
ア
リ
様
（
九
羽
ォ
）
ア
ル
ナ
シ
デ
（
五
Ⅲ
ォ
）
有
無
一
一
（
四
ｕ

ア
ハ
レ

ォ
）
雨
晴
（
一
二
Ⅲ
ゥ
）

イ
カ
テ
イ

①
イ
ヒ
サ
マ
ス
（
五
３
ゥ
）
イ
ヒ
テ
（
五
躯
ォ
）
異
学
異
見
（
五
３
ゥ
）
如
何
躰

イ
ゲ
ウ

（
入
銘
ウ
）
イ
カ
ナ
ノ
ー
（
五
Ⅲ
ウ
）
感
ス
ヂ
穂
（
六
６
ウ
）
意
楽
（
＋
Ⅳ
オ
）
活 イ
キ

イ
ク
チ

如
来
（
六
皿
ゥ
）
峡
唇
（
十
一
一
妬
ォ
）
イ
ソ
ナ
リ
（
八
四
ゥ
）
一
倍
ス
（
四
９
ゥ
）

イ
チ
マ
チ

タ
ウ

｜
番
ロ
チ
（
一
二
別
ゥ
）
市
中
（
四
ｕ
ゥ
）
一
刻
ハ
カ
ヤ
リ
ナ
（
十
Ｍ
ォ
）
一
統
ニ

イ
ッ
ナ

イ
ナ
カ
ヒ
ト

イ
ヌ
ト
モ

イ

（
八
西
ゥ
）
飯
縄
（
十
一
一
弧
ゥ
）
東
野
人
（
十
旧
ォ
・
咽
ゥ
）
群
狗
（
七
町
ゥ
）
位

ハ
イ

イ
ロ
〆

牌
知
行
（
四
８
ゥ
）
今
ガ
今
一
一
（
五
Ⅲ
ゥ
）
色
チ
ガ
ヘ
（
一
一
妬
ォ
・
’
一
｜
Ⅲ
ォ
）
色
目

「
御
伝
紗
演
義
」
の
語
彙

￣

一

一

一

一
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イ
ン
モ
ツ

（
｜
｜
Ⅲ
ォ
）
音
物
（
十
３
ォ
）

ウ
エ
ッ
カ
タ

ウ
キ
ヨ
タ
ウ
リ
ウ

ウ
ケ
ア
ヒ
テ

⑥
高
貴
（
一
ハ
巧
ォ
）
浮
世
逗
留
（
四
昭
ォ
）
請
合
人
（
十
一
一
一
皿
ォ
）
ウ
サ
ル
（
六

ウ
シ
ロ
ク
ラ
ヒ
ウ
チ
ア
ケ

ウ
チ
ア
キ
レ

ウ
チ

、
ォ
）
續
貨
（
五
加
ゥ
）
訂
テ
（
七
妬
ゥ
）
瞠
若
（
六
妬
ゥ
）
打
ツ
ブ
ス
（
一
ハ

ウ
ツ
ク
シ

ウ
ツ
タ
ツ

５
ゥ
）
精
微
キ
（
四
Ⅲ
ゥ
）
而
還
（
七
肥
ゥ
）
ウ
ト
ノ
ノ
ー
、
、
シ
フ
（
五
１
ゥ
・
九
町
ォ
）

負
廊
（
十
ｍ
ウ
）
害
口
（
十
一
一
別
オ
）
鱗
塁
（
十
一
一
別
ウ
）
且
筍
（
十
一
一
一
筋
オ
）

ウ
ラ
ヤ

ウ
レ
ク
チ

ウ
ロ
ク
ズ

エ
Ⅱ
〃

④
依
枯
晶
眉
（
六
９
ウ
）
停
尹
二
組
（
八
肥
オ
）
襟
ニ
ッ
ク
（
十
Ｍ
ウ
）
演
説
ス

エ
コ
ヒ
イ
キ

（
十
一
一
ワ
ー
ォ
・
閉
ォ
）

オ
ウ
ク
ハ
ン
オ
ホ
キ
ナ
カ
ホ

オ
ホ
チ
ヤ
ク
モ
ノ

④
官
道
（
｜
｜
Ⅳ
ゥ
）
徳
色
（
六
１
ゥ
）
亡
八
的
（
四
鉛
ゥ
）
應
同
ス
（
十
一
二
妬

オ
ホ
フ
ロ
シ
キ

オ
カ
ゲ

ヲ
カ
ゲ

ォ
）
王
法
ゴ
カ
シ
（
入
朋
ォ
）
大
献
子
（
五
皿
ゥ
）
御
庇
（
四
ｍ
ゥ
）
大
庇
（
九
Ⅲ

ヲ
カ
メ

オ
キ
テ

ヲ
キ
ロ

ォ
）
オ
ガ
ミ
ッ
ケ
ル
（
六
７
ゥ
）
傍
観
（
十
一
一
一
別
ォ
）
法
令
（
一
ハ
９
ゥ
）
蹟
（
｜

ヲ
サ

ヲ
シ
コ
ミ
カ
ン
ト
ウ

側
ォ
）
長
百
姓
（
十
一
一
仙
ォ
）
強
盗
撞
賊
（
一
一
妬
ゥ
）
押
コ
ミ
ニ
（
六
Ｍ
ゥ
）
斬
秘ヲ
ホ

〈
オ
シ
ム
〉
（
五
２
ウ
）
諦
居
（
九
皿
ウ
）
左
右
（
九
Ⅲ
ゥ
）
溺
愛
（
’
二
２
ゥ
）
語

ヲ
ス
マ
ヰ

オ
ソ
ハ

エ
ウ

ヲ
モ

調
ゾ
（
一
一
一
Ⅲ
ォ
）
御
身
ブ
リ
（
十
一
一
Ⅲ
ォ
）
オ
メ
ノ
ノ
ー
、
、
ト
（
四
釦
ゥ
）
正
ヂ
ヤ
（
四

オ
ヤ
コ

ヲ
ヤ
ヂ

別
ォ
）
親
戚
（
七
妬
ォ
）
老
父
（
二
８
ォ
）
及
上
々
／
ヘ
ル
（
六
７
ゥ
）
オ
リ
見
舞

ヲ
し

（
十
二
一
妬
ォ
）
迺
公
（
五
別
ゥ
）

〔
〈
〉
内
は
左
考
に
付
け
た
振
仮
名
。
以
下
同
じ
〕

カ
キ

カ
ケ
ヲ
チ

⑥
識
且
（
十
二
一
胡
ォ
）
縞
ヤ
ブ
リ
（
八
５
ォ
）
カ
ケ
合
ス
（
四
皿
ォ
）
邇
逸
（
十

カ
ケ
〆

一
二
蛆
ォ
）
欠
目
（
十
一
一
一
皿
ゥ
）
カ
コ
チ
ガ
マ
シ
（
八
皿
ゥ
）
カ
サ
ビ
ク
ナ
（
五
５
ゥ
）

カ
シ
コ
ヒ

カ
タ
イ
ナ
カ

カ
ジ
ケ
ル
（
｜
羽
ォ
）
離
慧
（
六
咽
ゥ
）
鍛
冶
屋
ノ
ー
一
蔵
（
一
一
一
７
ゥ
）
僻
地
（
五

カ
タ
ク
ナ

カ
タ
テ
ウ

カ
タ
テ
ウ
チ

ガ

Ⅲ
ゥ
）
頑
魯
（
五
４
ゥ
・
九
Ⅲ
ゥ
）
偏
チ
ニ
（
四
肥
ゥ
）
偏
聴
訟
ナ
（
入
朋
ォ
）
我

夕
ヒ
シ

カ
タ
ハ

カ
ド
ナ
ミ

他
彼
此
（
六
５
ォ
）
不
成
人
（
’
５
ゥ
）
カ
ッ
フ
ッ
（
四
羽
ォ
）
門
並
二
（
十
一
一

仏
ォ
）
戸
ナ
ラ
ビ
（
七
胆
ォ
）
鑓
舞
（
七
旧
ウ
）
豪
家
〈
カ
ネ
モ
チ
〉
（
十
６
ォ
）

カ
ド

カ
ミ
カ
タ

カ
ラ
ダ

カ
リ
ソ
メ

カ
ハ
イ

賛
穀
下
（
五
Ⅲ
ゥ
）
肋
（
七
別
ゥ
）
筍
且
ナ
（
’
二
肥
ォ
）
個
渇
テ
（
七
２
ゥ
）

キ
コ
リ
ク
サ
カ
リ

キ
シ
ヤ
ウ
厚

④
守
勢
騰
糊
（
十
一
二
別
ォ
）
聴
ナ
シ
デ
（
四
Ⅳ
ォ
）
樵
者
葛
蘂
（
九
砠
ウ
）
気
盛

キ
シ
ヤ
ク

モ
ノ
（
十
一
一
９
ゥ
）
気
色
（
九
別
ォ
）
気
ズ
ミ
（
十
一
一
一
帥
ゥ
）
キ
ッ
イ
（
一
一
Ⅲ
ォ
・

キ
ッ
ス
イ

キ
ツ

キ
モ
メ
イ

十
一
一
四
ォ
）
精
粋
（
七
別
ォ
）
吃
ト
（
六
９
ゥ
・
七
ｕ
ォ
）
肝
二
銘
ズ
（
八
田
ゥ
）

協
議
無
厩
ノ
流
（
十
５
ウ
）
恭
敬
イ
タ
ス
（
六
皿
ウ
）
其
時
ギ
リ
（
｜
“
ウ
）
義

キ
ン
上

理
。
／
ツ
ケ
ル
（
四
虹
ォ
）
器
量
（
六
Ｍ
ゥ
）
キ
レ
カ
ハ
リ
（
｜
｜
Ⅲ
ォ
）
斬
秘
ス
（
五

③ ④ ⑥

？］ウ）
ク
セ

②
杭
（
四
ｕ
ゥ
）
鰄
樹
（
十
一
一
妬
ォ
）
グ
ズ
ノ
ｌ
、
ト
（
二
３
ゥ
）
僻
法
門
（
八
２

ク
イ
ギ

ォ
）
グ
ッ
ス
リ
（
四
９
ォ
）
ク
ー
フ
ガ
リ
法
義
（
七
Ⅳ
ォ
）
グ
ル
ノ
く
～
ト
（
一
一
一
ｍ
ゥ
）

グ
ワ
ラ
リ
ト
（
八
通
ゥ
）

ケ
シ
カ
ラ
ヌ

⑦
乖
堪
擦
膨
（
四
岨
ウ
）
舞
文
（
入
皿
ォ
）
決
シ
テ
（
五
７
ォ
）
ケ
ナ
リ
フ
（
五

ケ
ン
ロ

Ⅳ
ウ
）
僻
桃
（
五
昭
オ
）
現
在
ス
（
十
４
ォ
）
現
量
コ
ト
（
七
別
ウ
）
顯
露
（
七
肥

ウ）
コ
イ

カ
ウ
ギ

カ
ウ
ミ

、
乞
セ
タ
ゲ
ル
（
｜
犯
ゥ
）
懸
官
（
六
９
ゥ
）
好
味
ナ
（
一
二
ｕ
ォ
）
心
ズ
ミ
（
＋

コ
サ
カ
シ

コ
シ
ヲ
レ

コ
シ

コ
タ
エ

’
－
－
１
ゥ
）
小
智
上
（
六
咽
ゥ
）
杜
撰
（
五
８
ォ
）
腰
ノ
ス
エ
処
（
＋
’
二
４
ォ
）
御
酬

コ
ツ
ズ
イ

コ
ッ
チ
ヤ
ウ

（
八
羽
ォ
）
骨
髄
（
九
咀
ォ
）
骨
張
ス
ル
（
八
３
ォ
）
コ
ト
ノ
く
、
、
ン
（
’
９
ゥ
・

ヲ
ト
シ

ゴ
メ
ン

十
一
一
羽
ォ
）
事
ノ
極
り
（
四
囮
ゥ
）
コ
ナ
シ
艇
メ
ン
（
八
５
ォ
）
御
免
ア
ル
（
九

コ
メ
ン
メ
ウ

ゴ
モ
ッ
タ
イ

ゴ
レ
ハ
シ

別
ォ
）
御
面
貌
（
五
蛆
ォ
）
御
物
躰
（
十
略
ォ
）
是
端
ノ
事
（
一
羽
ゥ
）
コ
ハ
イ

コ
ン
リ
ト
ン

（
十
一
一
四
ゥ
）
根
機
「
フ
尽
ス
（
一
一
｜
、
ォ
）
根
ノ
利
鈍
（
六
ｕ
ゥ
）

⑥
サ
シ
モ
グ
サ
（
九
３
ゥ
）
サ
シ
コ
ミ
（
九
２
才
）
サ
ッ
パ
リ
（
七
２
ゥ
）
サ
バ

サ
マ
サ
マ
サ
メ
キ
リ

ク
（
六
６
ゥ
）
様
ツ
ケ
（
五
通
ォ
）
厘
々
（
六
田
ォ
）
覚
了
夕
（
十
邪
ゥ
）
サ
ー
フ
ノ
ー
、

（
五
８
オ
）
去
リ
ト
ハ
（
四
６
オ
・
六
２
オ
）
童
（
五
Ⅲ
ウ
）
卿
同
前
ノ
者
（
九
巧

サ
ル
コマ
イ
シ
キ

ゥ
）
サ
レ
バ
ト
ョ
（
八
羽
ォ
．
十
一
一
、
ォ
）
一
一
一
枚
敷
（
一
一
一
７
ォ
・
四
別
ゥ
・
五
Ⅳ
ォ
・

十
ｍ
ゥ
）

シ
ア
ハ
セ

シ
ヲ
キ

シ
ヲ
チ

シ
カ
ニ
ギ
リ

②
天
幸
（
四
妬
ォ
）
文
法
（
六
肥
ゥ
）
仕
落
（
六
岨
ゥ
）
獅
檸
々
／
（
十
一
一
囮
ォ
）

ク
ラ
フ

シ
キ
エ

シ
ゴ
ト

シ

シ
ガ
ミ
咀
（
七
町
ゥ
）
色
衣
（
十
蛆
ゥ
）
至
極
ス
（
五
８
ォ
）
業
（
五
別
ォ
）
産

ゴ
ト
カ
タ
テ

シ
ツ
ヤ
マ
カ
ツ

業
片
手
二
（
六
４
ォ
）
山
民
野
処
（
九
珀
ゥ
）
舌
ヲ
マ
ク
（
六
、
ゥ
）
下
タ
々
（
一
ハ

シ
ニ
サ
マ

シ
ハ
ラ
ク

シ
ヤ
イ

巧
ォ
）
シ
ッ
カ
リ
ト
（
一
Ⅲ
ゥ
）
属
鑛
（
五
羽
ォ
）
少
頃
（
ｌ
ｕ
ォ
）
闇
維
（
十
一
二

“
ウ
）
殖
魂
西
皿
オ
）
從
類
（
九
、
ォ
）
殊
勝
出
立
（
九
明
ォ
）
出
世
ロ
チ
（
五

シ
ユ
ツ

囮
ォ
）
術
ナ
サ
ニ
（
四
妬
ォ
）
正
姥
（
十
一
一
７
ゥ
）
承
上
起
下
（
｜
妬
ゥ
）
障
難
（
八

シ
ヤ
ウ
ヘ
イ
ミ
ヨ

ｕ
ウ
）
繕
麺
（
一
週
オ
）
昇
平
ノ
御
世
（
六
妬
ウ
）
上
来
（
二
一
蛆
ウ
）
所
詮
（
八

シ
リ
ゴ
ミ

シ
リ
〆

８
ォ
．
十
一
一
別
ォ
）
所
談
ナ
ル
（
七
Ⅳ
ォ
）
辞
退
（
四
昭
ゥ
）
狼
顧
一
一
カ
ヶ
（
一
別

シ
ロ
ト
ス
キ
シ
ワ
ハ
コ
シ

ゥ
）
素
人
好
（
七
皿
ゥ
）
鰔
（
九
肥
ゥ
）
信
行
両
座
（
五
筋
ォ
）
神
在
餅
（
十
一
一

週
ウ
） ⑥ ⑨ ②

一

一

－

一

一

一
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ス
ケ

②
ス
ウ
ノ
く
、
デ
（
六
８
ゥ
）
ス
カ
ス
（
｜
Ⅲ
ゥ
）
助
ヲ
サ
ス
（
囚
皿
ォ
）
ス
ゲ
ナ

フ
（
十
三
妬
ォ
）
酵
臥
（
二
Ⅲ
ウ
）
狸
二
（
八
Ｍ
才
）
揖
聯
（
九
咀
ウ
）
鑿
午
ニ

ス
〆

（
五
路
ォ
）
ズ
フ
ノ
く
～
ト
（
｜
Ⅲ
ゥ
）
頭
北
面
西
（
九
別
ゥ
）
解
ニ
ク
レ
」
（
四
虹

ス
ミ
カ
ネ

ヤ
ウ

ズ
ン
ズ
ン

ォ
）
曲
尺
（
十
幻
ゥ
）
ス
マ
シ
タ
様
デ
（
十
一
一
銘
ゥ
）
寸
々
二
（
一
別
ゥ
）
ズ
ン
ド

（
五
田
ォ
）

⑥
轡
暑
（
九
胡
オ
）
セ
キ
セ
バ
フ
（
五
２
ウ
）
世
間
ゴ
ト
（
十
一
一
一
胡
ウ
）
世
間
上 ジ
ヤ
ウ

ズ
セ
あ
り
ヌ
ス
ヒ
ト

セ
ツ
キ

手
（
九
ｕ
ゥ
）
世
間
モ
広
フ
ナ
ル
（
十
３
ォ
）
鼠
霜
（
｜
｜
妬
ゥ
）
催
促
タ
テ
（
｜

セ
ツ
セ
イ
ド
ク
リ
ツ

セ
ツ
セ
ツ

セ
ド
ダ
チ

セ
マ

弱
ゥ
）
絶
世
独
立
ノ
美
人
（
八
田
ォ
）
切
々
（
十
一
二
筋
ォ
）
窮
巷
（
十
ｍ
ゥ
）
湫
溢

ゼ
ン
ザ
イ

シ
（
九
、
ゥ
）
セ
ン
グ
リ
ノ
く
１
（
十
一
一
弧
ォ
）
善
巧
方
便
（
十
一
一
週
ゥ
）
善
哉
モ

ゼ
ン
ゼ
ン

チ
（
十
一
一
Ⅲ
ゥ
）
漸
々
一
一
（
七
７
ゥ
）
千
万
（
六
Ⅲ
ォ
）

⑦
遇
ト
ナ
（
五
５
ウ
）
總
々
（
’
２
才
６
オ
・
７
ウ
）
槍
倶
海
（
八
四
ウ
）
粟
散

ソ
ウ
ゾ
ウ

ソ
ダ
チ

片
州
（
九
町
ゥ
）
為
人
（
四
７
ゥ
）
ソ
ミ
コ
ミ
（
－
４
ゥ
）
ソ
ミ
ノ
ー
ー
、
１
ト
（
’
７

ソ
レ
ハ
カ
リ
カ

ソ
レ
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ

ォ
・
五
巧
ゥ
）
夫
レ
ナ
リ
ー
ー
（
七
四
ゥ
）
加
之
（
一
一
Ⅲ
ゥ
）
自
爾
以
来
（
十
一
一
一
妬
ォ
）

ソ
ン
ヂ
ヨ
ソ
．

其
地
某
処
（
｜
妬
ォ
・
一
二
路
ゥ
）

タ
イ
上
ア
イ

タ
カ

ダ

②
大
躰
（
四
・
・
ゥ
）
極
か
（
七
別
ゥ
）
高
テ
（
九
略
ゥ
）
出
シ
手
（
五
銘
ォ
）
夕
霞

タ
ツ
コ
イ

ア
リ
ニ
（
十
一
一
一
町
ォ
）
夕
、
サ
キ
ノ
羽
（
一
一
２
ゥ
）
咳
提
（
五
Ⅲ
ゥ
）
タ
ッ
ト
ヒ

タ
テ
タ
テ
シ

タ
テ

タ
卜
ヒ

ス
（
五
９
ゥ
）
華
美
（
一
一
一
５
ゥ
）
任
侠
（
十
一
一
一
羽
ォ
）
楯
ニ
ッ
ク
（
十
一
一
｜
別
ゥ
）
即
令

ダ
ピ
ダ
マ
シ

（
四
咽
ォ
・
七
皿
ォ
）
頓
ミ
ヅ
メ
（
六
９
ォ
）
茶
毘
（
十
一
二
“
ゥ
）
証
キ
リ
ニ
（
四

皿
ゥ
）
タ
マ
ダ
ス
キ
テ
（
四
四
ゥ
）
諸
ル
者
ダ
ラ
ケ
デ
（
四
６
ォ
）
ダ
ラ
ス
（
一

ヶ
ニ
フ

タ
ン
ジ
ヤ
ウ

Ⅲ
ゥ
）
誘
シ
コ
ム
（
十
一
二
旧
ォ
）
丹
誠
ダ
テ
（
四
町
ォ
・
〃
ゥ
）

チ
ヤ
ウ
〆
チ
ヤ
ウ
ド
チ
ヨ
ッ

⑦
近
フ
イ
フ
（
四
８
ゥ
）
宛
ド
（
一
二
週
ゥ
）
猶
若
（
七
３
ォ
）
此
一
一
ト
（
－
－
－
７
才
・
六

チ
ラ
ハ
出
シ
チ
ン
チ
ン

５
ォ
）
秀
午
（
五
２
ゥ
）
朕
（
四
肥
ォ
）
珍
ナ
（
七
４
ゥ
）
ツ
キ
上

⑦
ツ
ガ
モ
ナ
レ
」
（
九
１
ゥ
）
シ
ギ
，
く
１
ノ
（
’
昭
ォ
）
居
諸
（
九
Ⅲ
ゥ
）
シ
讃
マ

ッ
ネ
テ
イ
シ
マ
ゲ

ッ
ヤ

ル
ト
コ
ロ
（
六
９
ゥ
）
尋
常
（
－
－
－
７
ォ
）
纈
（
－
一
弘
ォ
）
艶
一
フ
シ
イ
（
十
一
一
一
妬
ォ
）

ツ
ラ
ネ
ッ
２
ル

ツ
ル
ヘ
ヲ
ロ
シ

ッ
ー
フ
ノ
ー
、
１
ト
（
一
一
一
Ⅲ
ォ
）
羅
繕
（
十
一
二
Ⅲ
ゥ
）
鈎
鬼
（
一
一
一
羽
ゥ
）

テ
イ
イ
カ
テ
イ

⑦
凡
夫
底
（
七
旧
ゥ
）
如
何
躰
ノ
（
入
詔
ゥ
）
出
カ
ス
（
四
別
ゥ
）
手
か
卜
蒙
ク

ニ
ア
ヒ
ロ

（
入
幽
ゥ
）
手
ツ
ョ
フ
（
十
一
二
７
ゥ
）
手
バ
ヤ
ナ
（
二
路
ゥ
・
七
妬
ゥ
）
手
寛
ノ
（
一
一

テ
ホ
ン

デ
ミ

Ⅳ
ゥ
）
手
ホ
Ｊ
〈
（
九
ｕ
ゥ
）
規
矩
（
十
皿
ゥ
）
標
準
〈
テ
ホ
ン
〉
（
十
皿
ゥ
）
出
見

Cａ ⑦ ⑦ ⑨ ⑦ 国 ⑧

セ
テ
ン
マ
ハ
ジ
ユ
ン

世
（
十
一
二
Ⅲ
ゥ
）
手
ワ
ザ
（
七
Ｍ
ォ
）
天
魔
波
旬
（
七
Ｍ
ゥ
）

ド
ウ
ガ
ナ

ナ
カ
マ

ト
ウ
ザ
ン

①
束
関
（
六
町
ォ
）
百
計
シ
テ
（
十
砧
ゥ
）
同
行
仲
真
（
十
一
一
一
９
ォ
）
登
参
（
一
一

ダ
ウ
マ
チ
ク
ヰ

ト
ツ
ク
叩
タ

６
ゥ
）
堂
上
堂
下
（
八
応
ゥ
）
稲
麻
竹
葦
（
十
一
一
一
羽
ゥ
）
十
分
（
一
一
町
ゥ
）
殿
ツ
ケ

ド
ヒ
ヤ
ウ

ト
モ
ク
ロ

ト
ラ
カ

（
五
咀
ォ
）
嚢
沙
（
七
２
ゥ
）
迭
嘘
ノ
（
六
妬
ゥ
）
蕩
ス
（
五
４
ォ
）
ト
リ
ア
フ

（
四
側
ォ
）
取
リ
ジ
メ
（
三
別
ォ
）

ナ
カ
ヒ
サ
シ
ヒ

ナ
ソ

ナ
ソ

⑦
猶
サ
ー
ブ
（
一
ハ
９
ゥ
）
曠
日
弥
久
（
九
師
ォ
）
隠
語
ア
ゲ
ル
（
五
弧
ォ
）
隠
語
ガ

ナ
ッ
ミ
ク
ミ

ナ
マ
ク
ラ

ヶ
（
五
弧
ォ
）
菜
摘
水
汲
（
六
咀
ォ
）
鉛
刀
（
七
皿
ォ
）
ナ
マ
シ
丼
（
九
稲
ゥ
）
ナ

マ
モ
ノ
ジ
リ
（
八
５
ォ
）
ナ
ミ
ノ
Ｉ
、
１
一
一
（
四
Ⅳ
ォ
）
ナ
リ
（
七
肥
ォ
）
ナ
ル
ホ
ド

ナ
ン
タ
チ

（
五
７
ゥ
）
ナ
ン
ボ
ウ
（
一
二
師
ゥ
・
七
班
ゥ
）
汝
等
（
六
妬
ゥ
）

ニ
セ
ム
ラ
サ
キ

④
贋
紫
（
一
一
羽
ォ
）
一
一
蔵
（
－
－
－
７
ウ
）
一
一
段
（
九
Ⅲ
ォ
・
十
Ⅲ
ウ
）
微
》
一
（
ト
（
四

二
ワ

ニ
ワ

旧
ゥ
）
日
本
一
州
（
八
昭
ォ
）
一
一
枚
敷
（
五
Ⅳ
ォ
）
風
波
（
八
羽
ォ
）
日
和
（
十
一
一

ニ
ン
カ
〃
ン

ｕ
ゥ
）
任
運
（
十
一
二
Ⅲ
ゥ
・
蛆
ゥ
）

ネ
ギ
リ

③
ネ
カ
ラ
（
一
皿
ゥ
）
讐
直
（
七
Ⅳ
ォ
）

ノ
ケ
モ
ノ

ノ
ツ
ピ
キ
，

ノ
ミ
コ
ミ

②
犢
出
（
六
岨
ォ
）
進
退
ナ
ラ
ヌ
（
一
一
一
Ⅲ
ゥ
）
会
得
（
’
１
ゥ
）

Ｏ
鬮
脇
（
七
Ｍ
ォ
）
廃
退
（
七
ｕ
ォ
）
妖
物
・
妖
佐
・
鬼
魅
（
四
Ｍ
ウ
・
閉
オ
・
閉

ハ
ケ
モ
ノ
ハ
ケ
モ
ノ
ハ
ケ
モ
ノ

パ
ツ
ト

ハ
ナ
カ
ケ

ハ
ナ
シ

ゥ
）
箱
グ
ル
ミ
（
一
一
町
ォ
）
漫
示
（
一
一
一
羽
ォ
）
峡
鼻
（
十
一
一
妬
ォ
）
ロ
責
（
九
四
ゥ
）

ハ
リ
ヒ
ヂ

ハ
ン
シ
モ
ノ

鼻
ニ
ァ
テ
ル
（
一
一
一
閉
ォ
）
鼻
モ
チ
ナ
ー
フ
ヌ
（
九
ｕ
ゥ
）
縊
腕
（
十
一
一
妬
ゥ
）
隠
語

（
六
Ⅲ
ウ
）

⑥
花
儲
一
二
（
十
二
蛆
ウ
）
不
利
ヲ
取
ル
（
八
６
ウ
）
引
ツ
リ
ヒ
ッ
ハ
ル
（
十
二
四

上
ケ

ヒ
ト
ギ

ゥ
）
人
情
（
一
二
仏
７
十
ｕ
ゥ
）
人
ギ
レ
（
四
筋
才
）
嘘
藪
（
五
４
ウ
）
他
マ
シ

・
こ
り
ト

レ
』
ヤ
カ
グ
ジ
ユ
ン

ヒ
ヨ
ン

（
十
一
二
昭
ォ
）
ヒ
ト
リ
ュ
キ
（
五
羽
ゥ
）
標
準
（
十
皿
ゥ
）
不
祥
ナ
（
七
３
ォ
）

ヒ
ラ
タ
イ
ヒ
ラ
ト
ウ

鄙
僅
・
僅
語
（
一
四
ゥ
・
一
｜
Ⅳ
ォ
・
四
弱
ゥ
）
ヒ
ロ
ノ
く
１
ス
ル
（
一
一
Ⅳ
ゥ
）

フ
ケ
ン
シ
ヤ

フ
セ
ウ

フ
ツ
マ
リ

⑦
分
限
者
（
五
皿
ゥ
）
恢
獺
（
十
一
一
胡
ォ
）
不
浄
場
（
十
一
二
昭
ォ
）
未
壼
理
ナ
（
セ

フ
ト

フ
ト
コ
ロ
ゴ

フ
マ
ハ
リ

９
ゥ
）
不
図
（
十
一
一
７
ゥ
）
掌
珠
（
’
’
９
ゥ
）
不
便
ナ
（
一
別
ォ
）
フ
リ
ハ
ナ
シ

プ
ン
マ
ハ
シ

（
一
一
一
別
ゥ
）
フ
ル
ノ
ノ
ー
、
１
（
一
一
一
２
ゥ
）
規
子
（
十
路
ゥ
）

⑥
ホ
ッ
コ
リ
ト
（
四
虹
ォ
）
骨
目
（
五
９
ォ
・
八
釦
ゥ
）
眠
没
〈
ホ
ロ
ブ
ル
〉
（
＋

Ⅲ
ォ
）
繍
職
儲
遣
ソ
（
十
皿
ウ
）
麹
艤
（
十
三
“
ウ
）
凝
訳
ス
（
十
一
一
一
仏
ウ
）

ｅ
鑓
ノ
キ
（
｜
“
ウ
）
賞
シ
フ
（
｜
皿
オ
）
マ
ザ
ノ
ー
、
，
シ
（
－
２
ウ
．
十
一
一
Ⅲ
オ
）

⑨ ③ ⑦ ① ② ③ ｅ ④ ①

四
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ア
イ
ワ
タ
ク
シ

（ハ同旧Ｗ）習瑠者・桝年師（一一一Ⅲォ・五咽ゥ）ワケ合（十筋ォ）孤（八Ⅲ
ォ
）
ワ
ル
サ
（
一
皿
ゥ
）
ワ
ル
ナ
シ
ニ
（
四
別
ォ
）
ワ
ル
ノ
く
、
上
（
’
３
ォ
）
我

一
一
一
（
九
町
ォ
・
羽
ウ
．
十
一
一
Ⅲ
ゥ
）

次
い
で
、
慣
用
句
と
見
ら
れ
る
も
の
を
あ
げ
る
。

ア
キ
タ
リ
ノ
ナ
ヒ
（
－
８
ォ
）
ア
ル
マ
ヒ
モ
ノ
デ
ナ
ヒ
（
一
一
一
町
ゥ
．
十
一
一
期
ォ
）

云
う
タ
モ
云
う
夕
切
リ
ノ
コ
ト
（
囚
弱
ゥ
）
一
句
モ
ア
ガ
ラ
ヌ
（
六
５
ゥ
）
力
レ

コ
レ
ス
ル
ウ
チ
（
一
一
｜
Ⅲ
ウ
）
木
一
一
竹
ツ
ヒ
ダ
（
五
８
オ
）
舌
ノ
柵
ノ
マ
ハ
ル
間
タ

ド
ウ
ヤ
ラ
コ
ウ

（
四
稲
ウ
）
取
リ
モ
ナ
ヲ
サ
ス
（
一
二
６
ォ
）
取
テ
モ
ッ
カ
ヌ
（
入
胡
ォ
）
左
之
右

横
手
ヲ
打
（
－
６
ゥ
）
ヨ
シ
ノ
く
、
ト
（
六
４
ォ
）

ヨ

世
ト
リ
ノ
亭
、
王
（
九
四
ゥ
）
夜
ヌ
ケ
（
四
四
ゥ
）

、
回
Ⅶ
〉
織
織
（
八
週
ォ
）
噸
明
（
’
’
昭
ゥ
）
弧
、

マ
シ
マ
シ

マ
ソ
ツ

マ
ッ
シ
ロ

マ
ザ
ノ
ノ
ｌ
、
、
ト
（
六
略
ゥ
）
取
々
ト
（
六
３
ォ
）
今
少
ト
（
十
一
一
一
皿
ォ
）
皓
首
（
｜

妬
オ
）
マ
チ
ノ
く
、
‐
デ
（
十
筋
オ
）
身
件
（
六
町
ウ
）
加
一
一
（
一
一
一
Ⅲ
ウ
・
四
筋
ォ
）
マ

マ
ン
ロ
ク

ハ
リ
ヒ
ヅ
メ
（
一
一
一
弱
ォ
）
真
正
（
’
二
肥
ォ
・
七
Ⅳ
ゥ
）

ミ
チ
シ
ル
ヘ

①
見
ア
ヒ
ガ
ウ
ニ
（
十
一
一
四
ォ
）
能
（
’
’
’
別
ゥ
）
見
ザ
メ
（
一
一
羽
ォ
）
東
道
（
六

ミ
ツ
カ
ナ
ハ

ミ
フ
シ

弱
ゥ
）
道
バ
カ
ユ
ク
（
九
別
ォ
）
一
一
一
輪
（
十
一
一
９
ォ
）
骨
髄
（
八
釦
ォ
）
身
持
タ

ミ
ン
モ
ツ

（
十
一
一
側
ォ
）
眠
没
ス
（
十
Ⅲ
ォ
）

④
無
疵
ナ
（
十
二
皿
才
）
ム
サ
ト
（
四
伽
ォ
）
ム
ズ
折
（
’
５
才
）
藩
砺
（
六
肥

ム
キ
ズ

ウ
）
脚
ヅ
モ
リ
（
六
肥
ォ
）メ
ガ
ネ
メ
ッ
ク
ラ
フ
メ
シ
ダ
メ
シ
ダ

②
冥
砒
（
十
一
一
一
別
ゥ
）
眼
力
（
四
別
ォ
）
萠
（
｜
別
ゥ
）
漫
爾
二
・
妄
（
｜
｜
Ⅲ

オ
・
七
５
オ
・
咽
ウ
。
十
一
一
妬
ウ
・
七
Ⅳ
ォ
・
皿
ウ
）

モ
ク
ロ

モ
ダ
シ

④
艦
（
八
Ⅲ
ォ
）
モ
ソ
ッ
ト
（
一
二
２
ゥ
・
師
ォ
・
九
、
ゥ
）
黙
止
ガ
タ
シ
（
八
羽
ゥ
）

モ
ッ
タ
イ
モ
テ
ア
マ
シ

持
チ
合
上
（
四
皿
ォ
）
物
体
（
｜
Ⅲ
ォ
）
不
驫
モ
ノ
（
四
ｕ
ォ
）
モ
ト
ダ
テ
（
一
ハ

Ⅲ
オ
）
モ
ト
ッ
キ
ト
コ
ロ
（
五
妬
ォ
）
雪
鵬
（
五
皿
ォ
）
鵡
蔦
（
八
妬
ウ
）
毛
一
鄙
シ
謡
ラ

ヌ
（
一
皿
ウ
）
モ
ミ
ツ
ケ
タ
ホ
ド
（
五
週
ゥ
）

マ
シ

（Ⅲ『ⅢⅦ〕一Ｗシハ孫（’９ォ）鰯称ヲ掴（十一一“ォ）ヤット優デ（一一一昭ォ）
努力々々（十一一一昭ウ）ユリスワル（一一一Ⅳウ．十一一一旧ウ）朧臥（十一一一肥ォ）
横
手
ヲ
打
（
－
６
ウ
）
ヨ
シ
ノ
Ｉ
、
１
ト
（
六
４
ォ
）
余
所
見
（
十
羽
ゥ
．
＋
’
一
一
Ｍ
ゥ
）

ロ
ケ
〆

吉
ナ
事
（
七
４
ゥ
）

リ
カ
ウ

利
口
ナ

リ
ト
ン

（
七
ｎ
ブ
ゥ
）
利
鈍
（
六
Ｍ
ゥ
）

多
量
に
存
す
る
真
宗
談
義
本
の
中
、
智
洞
・
義
圭
の
両
者
に
限
っ
て
も
、

随
分
な
分
量
の
資
料
が
存
在
す
る
。
い
ま
、
そ
の
中
の
一
冊
を
取
り
上
げ
て

一
応
の
調
査
を
行
っ
て
み
た
結
果
を
報
告
し
た
の
で
あ
る
が
、
記
し
た
特
色

ら
し
い
も
の
が
、
義
圭
の
そ
れ
か
、
真
宗
談
義
本
の
そ
れ
で
あ
る
か
、
又
は

心
学
道
話
に
も
共
通
す
る
も
の
か
等
、
本
来
検
討
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る

が
、
日
時
の
切
迫
に
よ
り
今
回
は
一
書
の
み
の
調
査
に
終
始
し
た
。
今
後
対

象
を
拡
げ
て
ゆ
く
際
の
目
安
に
と
考
え
て
の
報
告
で
あ
る
。

之
（
九
２
オ
）
似
テ
モ
付
ヌ
（
四
７
ウ
）
ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ス
（
六
別
ウ
）
遊
ゴ

ヤ
ラ

ト
ハ
逃
タ
レ
ト
モ
（
八
Ⅳ
ォ
）
引
モ
チ
ギ
ー
フ
ズ
（
八
田
ォ
・
十
週
ゥ
）
人
ノ
曰
】
ヲ

ヌ
ク
（
十
一
一
弧
ゥ
）
夜
一
一
日
ニ
ッ
イ
デ
（
七
別
ォ
）

最
後
に
諺
を
掲
げ
る
。

親
ハ
泣
寄
二
、
オ
）
因
ナ
ヒ
品
玉
ハ
ト
レ
ヌ
（
｜
Ⅲ
ウ
）
カ
ル
時
ノ
地
蔵
猟
カ

シ
ン
ナ
キ
ヨ
リ

タ
ネ
シ
ナ
タ
マ

カ
ニ
カ
ウ

ヘ
ス
時
ノ
談
魔
貌
（
一
塊
ゥ
）
誓
願
寺
ノ
小
僧
一
一
餅
寶
ル
ナ
（
一
一
皿
ゥ
）
蟹
ハ
甲

二
侶
テ
穴
ヲ
ホ
リ
心
ホ
ド
ナ
世
ヲ
蝋
（
一
一
一
７
オ
）
葬
ヤ
嫁
（
一
一
一
Ⅲ
ウ
）
猟
ハ
鳥

ニ
セ

ソ
ウ
ヨ
メ
イ
リ

ス
ナ
ム
シ
〆
シ

カ
教
エ
ル
（
一
一
一
咀
ゥ
）
砂
ヲ
蒸
一
丁
飯
ニ
ス
ル
（
一
一
一
皿
ォ
）
一
一
一
人
ヨ
レ
ハ
文
殊
ノ
智

オ
モ
テ

キ
ノ
フ
ケ
フ
イ
マ

恵
（
一
二
詔
ゥ
）
心
ハ
面
ノ
如
ク
貴
上
寺
ハ
門
カ
ラ
（
四
３
ォ
）
昨
日
ヤ
今
日
ノ
新

マ
イ
リ

カ
ウ
ハ
リ

タ
ヲ

シ
リ
ム
ス
イ
ト

参
（
四
別
ゥ
）
支
木
ツ
ョ
フ
テ
家
什
ス
（
四
Ⅲ
ゥ
）
尾
結
ハ
ヌ
絲
デ
物
ヌ
フ
（
四

ナ
ニ
ハ
ア
シ

ハ
マ
ヲ
キ

シ
弘
ツ
ノ
ハ
チ
サ
ス

別
ゥ
）
難
波
ノ
葦
ハ
伊
勢
ノ
濱
荻
（
四
妬
ォ
）
鹿
ノ
角
ヲ
蜂
ノ
蜜
（
四
皿
ォ
）
大

ア
リ

ダ
マ

カ
キ

佛
ノ
柱
ヲ
蟻
ガ
セ
、
ル
（
四
躯
ォ
）
職
ス
ー
一
手
ナ
シ
（
五
四
ォ
）
異
門
ノ
鐺
（
一
ハ

ガ
ン

７
ォ
）
鴫
か
飛
へ
ハ
石
亀
ガ
ジ
ダ
ン
ダ
（
七
肥
ゥ
）
猫
二
小
判
（
七
別
ゥ
）
牛
ニ

シ
Ｌ
シ
ン
ム
シ

欝
香
（
七
別
ウ
）
ナ
マ
兵
法
矧
帥
ノ
緋
醐
ド
ナ
ル
（
七
皿
ォ
）
獅
子
身
中
ノ
墨
（
八

ナ
ち
エ
ヒ
サ
ヤ
ヱ
ヲ
ル

ア
ナ

３
ォ
）
七
重
ノ
膝
ヲ
八
重
二
折
（
八
６
ゥ
）
針
ホ
ド
ノ
孔
カ
ー
ブ
棒
ホ
ド
ノ
風
カ

ア
プ
ミ

ワ
レ

入
ル
（
十
町
ゥ
）
当
世
ハ
馬
鐙
フ
ン
バ
リ
カ
ネ
カ
リ
ー
ー
（
十
一
一
四
ゥ
）
破
夕
石
ノ

再
タ
ビ
イ
ヱ
ア
ハ
ヌ
（
十
一
一
恥
ォ
）

お
わ
り
に

＝
一

五
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註
、
こ
の
「
吾
は
右
上
方
の
印
刷
が
か
す
れ
て
お
り
、
或
は
「
ヱ
」
《

考
え
ら
れ
る
。
す
れ
ば
、
「
得
」
す
べ
て
が
「
害
表
記
と
な
る
。

註
Ⅲ
「
け
れ
ど
も
」
で
接
続
助
詞
と
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
或
は
助
一

述
べ
る
如
く
「
け
れ
」
「
ど
も
」
と
分
離
し
て
考
え
る
こ
と
も
可
能

註註
1１１０

註
９
岩
波
の
「
国
書
総
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
永
仁
三
年
成
立
と
し
、
写
本
刊
本
多
数
に
の

ぼ
り
、
書
名
も
幾
多
の
異
種
が
存
す
る
。
親
蝿
の
伝
記
絵
巻
で
あ
る
。
本
書
か
ら
絵

註
８
此
所
ま
で
に
掲
げ
た
著
書
二
十
点
（
巻
数
を
い
で
示
し
た
）
は
、
「
日
本
仏
家
人
名

辞
典
」
に
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
補
足
し
た
十
二
点
の
著
書
及
び
先
き
に
菅
原

智
洞
の
著
書
と
し
て
掲
げ
た
も
の
は
岩
波
新
書
「
説
教
の
歴
史
」
関
山
和
夫
箸
に
よ

る
。
ま
た
、
最
後
の
二
点
（
巻
数
指
示
）
は
、
高
羽
五
郎
氏
刊
の
「
真
宗
談
義
本
小

註
７
鷲
尾
順
敬
著
「
日
本
仏
家
人
名
辞
典
」
に
〃
諦
住
（
タ
イ
ジ
ュ
ー
）
近
江
響
忍
寺
の

学
僧
な
り
。
諦
住
字
は
義
圭
と
云
ふ
。
近
江
膳
所
響
忍
寺
に
生
る
。
（
中
略
）
寛
政

註
６

註
５

註
４ 註註註

３２１

岩
波
の
「
国
書
総
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
存
覚
の
箸
二
巻
二
冊
と
す
る
。

欠
本
の
巻
十
一
の
題
篭
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
に
述
べ
る
巻
十
巻
尾
の
予
告
や
、
巻

十
二
・
巻
十
一
一
一
の
題
策
の
残
部
に
「
四
編
」
の
文
字
が
判
読
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
椎

定
し
た
。

ご
え
で
人

を
抜
き
出
し
た
ｊ
Ｕ
の
は
「
御
絵
伝
」
と
よ
ぶ
。

系る
_。

十
一
年
五
月
十
日
寂
す
。
寿
峡
く
。
”
（
下
略
）
と
あ
る
。

此
所
ま
で
に
掲
げ
た
著
書
二
十
点
（
巻
数
を
い
で
示
し
（

小
学
館
刊
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
の
「
談
義
」
の
項
の
記
述
。

「
国
語
学
研
究
事
典
」
の
「
滑
稽
本
」
や
「
心
学
」
の
項
の
記
述
。

高
羽
五
郎
氏
に
よ
っ
て
、
一
九
八
三
・
十
一
一
月
以
来
復
刻
が
続
け
ら
れ
現
在
「
真
宗

談
義
本
小
系
十
」
が
刊
行
さ
れ
、
近
刊
予
告
に
「
御
伝
紗
演
義
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。

中
村
幸
彦
氏
。
雑
誌
国
語
学
〃
集
、
昭
妬
。
「
近
世
語
彙
の
資
料
に
つ
い
て
」
氏
の

分
類
に
よ
る
第
五
群
と
し
て
〃
近
世
の
各
宗
派
で
、
殊
に
盛
ん
で
あ
っ
た
仏
教
の
説

教
説
法
“
を
あ
げ
て
い
る
。

澄
憲
．
（
一
一
一
一
六
～
一
二
○
二
）
と
そ
の
子
聖
覚
（
’
一
六
七
～
’
二
一
一
一
五
）
の
流

れ
を
安
居
院
流
。
定
円
創
始
の
流
れ
を
三
井
寺
派
。
親
蝿
は
、
聖
覚
の
著
「
唯
信
紗
」

の
注
釈
「
唯
信
紗
文
意
」
を
著
し
て
之
を
奨
め
て
い
る
。

説
に
は

ま
た
、
曰

に
よ
る
。

浄
瑠
璃
作
者
菅
専
助
と
同
一
人
物
と
も
云
わ
れ
る
。

助
詞
と
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
或
は
助
動
詞
「
け
れ
」
で

「
ど
も
」
と
分
離
し
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
な
い
。

或
は
「
ヱ
」
で
あ
る
可
能
性
も

註
ｕ
「
戎
狄
ノ
輩
黎
民
ノ
類
コ
レ
ヲ
ア
フ
キ
コ
レ
ヲ
タ
ッ
ト
ヒ
ス
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
シ
」
と

い
う
例
文
で
あ
る
。
〃
ス
“
を
サ
変
と
見
る
か
打
梢
の
助
動
詞
と
見
る
か
で
あ
る
が
、

ど
ち
ら
も
難
点
が
あ
る
。

註
巧
「
日
本
文
法
大
辞
典
」
松
村
明
編
、
明
治
書
院
刊
に
よ
れ
ば
、
〃
上
に
「
こ
そ
」
が

あ
り
、
こ
れ
に
応
ず
る
文
末
が
「
ま
い
」
又
は
「
う
」
で
閉
じ
ら
れ
る
場
合
そ
の
下

に
つ
く
。
意
味
は
逆
態
条
件
を
表
わ
す
。
“
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
二
例
は
、

と
も
に
、
上
に
「
こ
そ
」
を
有
し
、
「
せ
う
け
れ
」
の
続
き
を
見
せ
て
い
る
。

昭
和
六
十
三
年
九
月
十
六
日
受
理

’一一一ハ


